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外
國
大
使
や
大
統
領
赞
と
多
忙
な
公
職
生
お
を
送
っ
か
彼
が
以 

上
の
如
く
農
業
の
殆
ん
ど
全
分
野
に
冗
っ
，て
顯
我
な
括
離
を
し
た 

こ
と
は
、
：止
に
驚
嘆
に
値
す
る
。

.
然
レ
彼
も
決
し
て
時
代
.の
風
潮 

と
遊I

S

し
た
得
在
.で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
彼
の
時
代
の
ア
メ
リ 

力
及
び
密
接
な
關
係
に
ぁ
っ
た
営
時
の
英
國
の
？

M

會
的
孤
潮
に
っ 

い
て
一
言
及
し
ょ
ぅ0

.

常
時
の
，，英
國
で
は
、
農
尊
趣
味
が
ー
循
の
流
行
と
な
っ
て
ゐ 

た
。
郎
ち
货
顯
純
モ
や
富
裕
な
階
級
の
人
々
が
、
：色
々
新
レ
農 

業上
！！

数
上
の
試
験
を
行
ジ
た
り
し
て
大
，い
に
農
業
に
關
、も
を
一

！̂ 

し
て
ゐ
た
。
か
く
の
如
き
、
指
導
者
購
級
の
邀
■
趣
味
に
刺
戟
さ 

れ
、.
た
と
へ
狹
小
な
も
の
で
も

I
f
園
を
も
っ
て
ゐ
る
一
紋
庶
民
階

.
 

級
の
問
に
農
藝
趣
味
が
及
し
て
ゐ
た
。
他
方
ァ
メ
リ
ガ
に
於
い

'.
 

て
も
、
獨
立
載

&

終
了
後
一
股
の
人
々
の
關
心
は

「
劍
か
ら
ゆ

」

’ 

へ
と
轉
じ
、
當
裕
隙
級
も
英
國
の
影
響
で
尋
し
く
農
業
に
關
心
を

.
 

抱
い
て
ゐ
た
。
當
時
マ
メ
リ
ヵ
人
蛛

£
1
.

者
や
宵
裕
階
級
ぱ
未
だ 

英
國
に
對
す
る
植

I

恥
的
劣
等
感
か
ら
脫
却
し
得
英
與
の
.も 

の
は
何
で
も
優
れ
た
も
の
と
し
て
模
做
す
る
傾

S

が
強
れ
，っ

た
.0
 

こ
れ
は
フ
ー
ヌ
ン
.ス
の
社
會
心
想
學
者
ガ
プ
リ
エ
，ル

•'夕
ル
ド
の
所 

n

 

r

優
勝
棋
做

」

で
ぁ
る
。
ジ
ェ
フ
ァ
ス
シ
も
英
國
に
於
け
る
農

H
川ぜ雜誌十二卷⑨七

‘，
八

波

.

業
改
良
獎
勵
會
の

.
ア
メ
リ
.

力
--

に
於
け
る
名
譽
會
員
の
二
人
と
し 

て
、
’
し
の
會
を
主
宰
し
て

.ゐ
た
ア
ァ
サ
ナ

.

ヤ
ン
グ
等
の
優
れ
.た 

英
國
錢
棄
家
と
旗

-

文
！猫
し
、
英
國
の
優
れ
た
按
術
等
の
紹
介
に 

務
め
た
ジ

H

フ
ァ
ス
ン
.
以
外
の
英
闘
農
業
獎
勵
會
の
ア
メ
リ
カ
に

.
 

於
.け
る
他
の
六
名

.の
名
眷
會
資

h
o
n
o
r
a
r
y

 

m
e
m
b
e
r
s

 

$

氏
名
.
 

は
、
次
の
如
く
で
あ
つ
た
。
日
く
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s
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.

卽
ち
と
れ
か
ら
推
し
て
も
、、
ヮ

.
シ
ン
ト
、
ン
，を
始
，
 

め
他
の
諸
大
統
領
や
舉
ぜ
常
時
の
ア
，メ
リ
力
指
導
者
階
級
が
如
.，
 

何
に
農
業
に

1
1

心
を
抱
い
て
ゐ
た
か
が
明
か
で
あ
ら
ぅ
。

(

こ
れ
は 

英
购
立
農
梁
協
ぜ

2
1

银
前
ほ
行
小
册
子.
一
六
ゆ
號
巾
の
農
梁
改
良
奨

1
.

 

せ
々
M

名
鎌
に
ょ
る
。
.
份
木
搞
は
そ
れ
を
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ょ
り
；̂
川
し
た
0〕 

.. 

.

‘

ジ

H

フ
ァ
ス
ン
が
農
業
に
對
し
如
何
に
深
い
愛
着
を
有
し
て
ゐ

.
た
か
は
、
.

彼
が
大
統
領
就
任
後
も
常
に
自

.己
の
職
業
を

「

農
夫」

.

f
£
l
r
3
s
r

ふ
書
い
て
ゐ
た
こ
と
力
ら
も
ザ
か
て
あ
る

C1̂

ぁ
は 

U Malone, 

r Th
o
m
a
s

 Jefrerson .,

ジ in E>ictioriary of American'

-wi
o
g
r
a
p
h
y
,
1
0
: 

f
: 9

を
參

照
：}

彼
は
正
に

>

 

メ
リ
カ
建
國
期
、
 

に
於
け
る
典
型
的
な
純
農
で
あ
り

.「

ア
メ
リ

.

.

.
カ
戲
業
の
父

」

と
稱 

さ
る
べ

.さ
で

.

.め
ら
ぅ
。

V 

V 

■ 

、

,
 

、
 

五

九

(
S

 

ニ
九〕

.

ァ
メ
リ
カ
^
^
を
を
木
の
形
成

六 

0 

c
:
i
s

ァ‘

力

X 業 

業 齋  

の 本

格 の

と形
先

譜

，

「

か
か
る
製
#
^
菜
は
農
業
の
宋
商
で
ち
る
。

」

I
ア

ダ

ム•

ス

ミ

m
"iV
ニズ-、
g[：i

ャ

ナ

を

我
力
が
资
本
主
綴
發
達
史
を
研

.タ
す
る
場
合
、
先
づ
問
題
と
な 

る
の
！
^
、
资
本
主
義
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
で
れ
る
。

こ
の

. 

點
に
つ
い
て
、

■お
の
見
例
は
二
つ
，に
大
別
出
來
る
と
思
は
れ 

.

.るS
。

そ
の
，一
は
之
を
近
代
に
#
有
な
現
象
と
者
從
つ
て
資 

本
主
義
發
達
史
の
研
究
と
ゆ
、
特
辣
近
代
的
な
就
會
經
濟
構
踏
の 

成

過

を

货

る

.一̂

で
あ
る
と
す
る

S
S

に
對
し
、
他
資
本
主
氣 

を

「

營
利

」

乃
至

「

利
潤
追
求

」

.一
般
と
者
へ
從
つ
て

i
n

代资 

本主をとか中世資本'

と呼ばれるものを者へるので

中

村

勝

己

'

あ
るS

。

確
か
に
が
'-̂
る
意
味
の
い
は
ぐ
類
型
的
现
象
と
し
て
の 

r

資
本
主
義

a

 

H

 r

營
利」

=
「

利
潤
追
求」

.
は
藤
史
の
何
れ
の 

時
代
に
も

存
在
し
た
b

「
『

資
本
主
義』

は
支
那
、
.

ィ
.

ン
ド
、
バ
ビ 

P

ン
に
も
、
あ
代
に
も
中
世
に
も
存
在
し
て
ゐ
たS

。
」
r

其
は

i

な 

際
、
藤
史
的
に
最
も
古
く
か
ら
存
在
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
、
を
本 

の
自
由
な
蒋
ホ
樣
式
な
の
で
あ
るS

。
」

併
し
、
か
-
^
:る

r

營
利」

 

も
爐
史
的
に
は
そ
の
性
格
.

を
異
に
し
て
ゐ
たS

。

そ
れ
故
に
、
我 

我
は
近
代
以
前
の
資
本
の
存
在
膨
熊
を

r

前
期
的
資
本」

と
呼
び
、 

近
代
の
其
を「

産
業
資
本」

.

と
呼
び
た

5
。

.而
し
て
後
意
が
前
者 

と
異
所
以
は
、

‘
、其
が
.流
通
行
程
に
话
動
の
主
な
る5̂

.

面
を
見S

-
I

 

す
に
非
す
しV

、
.

特
に
生
産
力
の
基
盤
の
上
に
立
つ
營
利
、
換
言 

す
れ
ば
、
自
ら
の
中
に
生
産
行
程
を
含
む
營
利
で
あ
る
點
で
あ
る
。



I
}

か
く
て
近
代
の
资
本
主

i
：

を
特
徵
づ
け
る
も
の
は
其
の
ガ
大
な
か 

®

力
'で
め
り
、
か
.

〜

る
性
格
の
资
本
が

「

産
業
資
本

」

で
あ
.

0

た
の 

で
あ
る
。
従
っ
て
ぺ
ノ
本
主
龍
發
逮
史
と
は
、
産
業
资
本
.の
形
成
を 

指
植
と
す
る
社
の

.一
過
程
を
盘
味
す
る
。
か
く
て
灌
業
資
本
は
、
 

資
本
家
が
货
銀

#

働
.紫
の
勞
働
力
を
滴
品
と
し
て
贺
ひ
.、
え
を
一 

ヶ
所
に一： s

め
て
、
協
葉
に
よ
っ
て
、
商
品
を
化
産
す
る
過
程
を
そ 

の
循
環
の
基
■

遍
程
と
す
る
資
本
で
あ

.
る
。

こ
の
得
な
.淹
業
資
本 

を
巾
心
と
.し
て
生
灌
し
消
毅
す
る
經
浪
槽
踏
を
資
本
，冗
義
と
呼
ぶ 

な
ら
ば
、
資
本
主
殺
は
正
し
く
特
妹
近
代
的
な
藤
史
的
現
象

=

 

r
i
i
s

史
的
倘

S
U

で
あ
り
、
従
っ
て
資
本
主
義
發
達
史
と
は
、
か 

か
る
社
命
經

S

德
踏
の
發
尘
、
成
ゼ
過
程
で
あ
る
譯
で
あ
る

。

-
 

か
、
然
ら
ぱ
か

\

る
性
格
の

r

商
業
资
本

」

，は
、
彼
の

「

前
期 

的
资
本」

に
ホ
來
す
る
も
の
で
あ
る

か

、.又
は
之
と
は
全
然
異
っ 

セ
系
譜
を
も
っ
も
の
で
あ
：る
か
。
か
、
る
間
に
對
し
て
、.
我

P

に
.
 

於
け
る
最
近
の
比
較
雜
的
研
究
の
成
あ
に
よ
れ
ば
、

.
略
-
次 

の
如
く
結
論
さ
れ
て
ゐ
る
。

，即
ち
、

西

欺

(

ア
メ
リ
カ
を
含
め 

•
て)

に
於
て
は
、
か
と
木
の
癒
び
乎

g

ち
産
業
資
本
家
は
、
 

r

前
期
的
を
本

」

の
宋
裔
で
は
な
く
、
寧
タ
半
農
平
エ
わ
農
村
'の 

.小

.
^
を

者

(

其
は

'
r

前
期
的
資
本

」

と
對
抗
し
っ
、
勃
典
し
て
來

た
も
の
で
あ
'
.
.る
が)

に-
S

來
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の 

雄
敎
授
に
よ
り
、

ィ
ギ
リ
ズ
に
就
て
W

⑩證
さ
れ
た
も
の
で
，あ
る 

' 

f

 

• 

<娥

、

.

が
、
敎
授
は

力

ぉ
；！ j

Z
,

义
一
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
'を
始
め

1
^
歐
訊ilSi

に
於
て 

も
、

ル
全
く
同

一
,

の
史
货
を
見
出
す
で
あ
ら
ぅ

3
」
C
M

 

と
さ
れ
て
ゐ
る
。
，卽
ち
、

ア
メ
リ
カ

'合
衆
闘
に
於
て

.
 

は
、
商
業
資
本
の
系
譜
は
、
か
の
前
期
的
資
本

1

商
紫
資
本
及
'
 

商
！
：

贷

資

本I

I

に
で
ぱ
^
^
く
"

寧
みr

中
産
的
生
库
ポ
欣

-

I
 

農
村
の
平
錢
平
エ
の
小
坐
ホ
者
及
び
郁
市
の
小
親
方

——

に
求
む 

ベ
き
で
あ
る
と
い
ぷ
の
で
あ
る

0, 

,

S
.

以
下
の
.
行
綜
ウ
い
て
は
大
深
么
雄
敎
授
聚

r

近
代
化
の
•脂
史
的 

起
謝」

.
所
收
の

r

資
本
お
義
發
速

s
i

の
基
，礎
鋭
黯

」

に
多
く
ね
ふ
。

.
 

.
，⑩
木
論
文
の

Si：

超
の
提
起
の
化
方
に

.つ
い
て
は
、

ゆ
所
ね

「

近
代 

化
の
'歴
史
的
起
線」

な
る
論
文
參
照
。
.

.-、
 

g

 

r

い
ふ
迄
む
な
く
、
こ
、
に
資
本
主
敦
ふ
は
旧

^
 ̂

(
o
k
z
i
d
e
n
o

 

.

に
特
お
な
}
^
代
の
.合
理
的
企
ま
の
そ
れ
で
あ
つ
て
、
支
那
、
.ィ
ン 

•

ド
、

ビ
ロ
ン
、

ヘ
ラ
ス
、

ロ
マ
、

フ
ィ
レ
シ
ツ

H

か
ら
现

に
ま
 

る

ま

で

、

ニ1

千
：̂
旧
俳
界
に
ほ
ま
つ

V

ゐ
る

と
こ
ろ
の
、

利
ほ
、
 

m
$
n
0
^
^
お
職
な
ら
び
に
租
役
の

t
i

贷
梁
あ
、
.
大
商
人
、
大 

金
！！

^
梁
者
に
ょ
ろ
資
本
お
教
で
は
な
い

◊」
0

.ッ
ク
ス
•

ゥ
ユ
~
バ 

、

、

捉

山

カ

FJS 

r

フa

チ
ス
タ
ン
チ
ィ

ズ
ふ

の
倫
现
と
ネ
、

Hi

義

の

袖
ぱ

」

五

一

K

〕

. 

g

例
へ
ぱ
、
プ
レ
ン
タ

I

ノ
、

W

ホ
：

iiii:

治

跟

譚

r

近
化
资
本
主
義
の

.
.

起

海

」

所

收

の

^

!

^

;

^
文

參

照

。

' 

3

ゥ

エ

"
■

バ

|

、

‘
前

5
?

邦

評

ホ

二

八

I

K

。

'
.
,

六

一
,
.

i

n

ア
；.
リ
カ
ゆ
め
本
の
形
成 

3

マ
ル
ク
ス

；̂

木へ
-ぐ

ま

、
ダ

S

则
二
八
.三
.

ノ、

(

f

 

D

Vi

\

\

、

、

§
「

レ
わ
レ
後
に
：：
る̂
や0

に
、
こ
れ
ら
の

☆
ホ
翁
は
、
お
に
速 

^

-

1

バ

1
\
前
饼
邦
評
ホ
二
八

n)

’
 

S

大
お
敎
校
、
前
化
ポ
七
ニ
な
。

 

.

, 

ニ

！
.
，

：

.

☆

本
主
義
の
系
譜
に
關
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
跟
國
に
於
て
は
、
 

ィ
ギ
リ
ス
と

r

或
る
默
で
ユ
ユ
ア
ン
ス
を
異
に
し
な
が
ら
墓
本
的 

‘
に
は
事
情
は
全
く
同

f

で
あ
る

S
J

と
.
い
ふ
結
論
が
こ
、
に一

,

應
.
 

出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

奴
、
か
-
^
る
見
解
が
ア
メ
リ
カ
に
つ

S
.

て
容
認
さ
れ
る
爲
に 

は
、
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
史

W〈

に
ょ
つ
て
實
證
を
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

. 

事
ゆ
ホ
す
も

‘
な
い
。
問
題
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

——

プ
メ
リ 

カ
资
本
綴
は
、
獨
立

^
!
1營
農
民
や
小
；̂

商
者
等
の
所
謂
中
産
的 

生
産
者
脉
に
ょ
っ
て
擔
は
れ
た
の
で
あ
，る
，か
、
或
ゆ
然
ら
す
し

て
、
前
期
的
資
本

-
-
义
⑩
業
资
本
、
高
利
貸
資
本

-
-
-
が

衝

的

に
轉
化
し
て
、
近
代
的
な
商
第
資
本
と
な
っ
た

.の
で
み
る
か
。
.
ョ 

リ
：=
;
^體
的
に
云
へ
ぱ
、
北
部
の
商
業
资
ネ

-
——

ぶ
ル
ふ
の
は
南
部 

の
其
は
間
题
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

I
;
-
が
、
.ア
メ
リ
カ
資
‘
 

本
主
義
の
發
建
に
！
：い
！
の̂
役
割
を
架
し
て
居
た
の
で
は
な
い
か 

と
い
ふ
ホ
で
あ
る
。 

.

.

.

.

'

.fF̂

來
、tS

新
及
ゅ
奇
掠
；

地̂
は
、
多
ぐ
お
越
が

.ャ〈お
と
合
し 

た
商
蒸
資
本
家

n
u

E

臉
商
人
に
よ
つ
て
開
拓
ざ
れ
た
も
の
で
あ 

り
、
中
部
で
は
虫
に
麥
類
、
ぼ
部
で
は
煙
草
、
藍
、
来
、
後
に
は 

花
が
、
契
約
奉
公
人
、
後
に
は
黑
奴
の
勞
働
に
よ
っ
て
栽
培
さ 

れ
て
ゐ
た
、
プ
ラ
ン
チ
ー
シ
ョ
ン
を
主
と
か
、る

’焚
約
♦
公 

人
の
輸
送
、
奴
織
夢
べ
土
地
投
機
と
維
合
し
た
、

®
め
て
前
期 

的
性
格
の
張
い
經
營
が
行
は
れ
て
居
て
、
か

X

る
商
業
資
本
が
近 

代
的
廣
梁
资
本
に
賴
化
す
る
事

t
i

な
か
っ
を
の
で
あ
る
。

然
る
に
、

.
北
部
の
商
業
資
本
に
つ
い
て
は
ハ

iii|

情
は
異
る
。
北 

部

植

地

n

ュ
ー
♦

イ
シ
グ
ラ
ン
ド
は
、

.元
來

r

牧
師
と
得
業 

士
と
を
、H

■一
と
し
、
小
市
民
、

エ
集
意
.自
作
農
と
の
が
の 

も
と
に
宗
熟
的
理
由
か
ら
創
立
さ
れ
た
じ

」

の
で
あ
つ
た
か
、
そ 

の
自
然
的
條
件

.

——

地
味
、
ま
候
、
森
林
海
洋
の
お
等
は
、

そ
.
の
位
民
を
次
第
に

.嚴
業
か
ら
漁
業
、
造
船
葉
、
货

•
海
運
業 

に
向
は
し
め
、
彼
ら
は
南
部
植
段
地
を
も
的
に
支
配
す
る
に
、
 

至
っ
た
。
取
は
今
は

.、

こ
の
，三
角
ぜ
易
、
密
贸

：：/

グ
に
よ
る
北
部
海 

岸
謝
都
市
の
繁
榮
と
、、
そ
こ
に
於
け
る
奠
大
な
富
の
恭
積
、
而
し 

て
西
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
社
會
と
對
遮
的
，存
在
た
る

m

部
の

「

海
岸 

社
會」

の
形
成
1

商
業
資
永
の
：
配

——

K

っ
い
て
は
、
阜
に 

指
摘
す
る
に
止

.め
る
0
-
, 

.
 

■

獨
立
戰
爭
後
の
北
部
商
資
本

.は
"

戦
後
の
不
安
期
を
經



て

、

‘ニ

時

繁

聚

し

た

が

、

ナ

ポ

レ

オ

シ

戰

爭

の

影

響

.
を

大

き

く

受
 

け

、

.
漸

次

そ

の

動

の

舞

截

を

央

ひ

-

商

人

は

そ

の

資

本

を

海

上
 

ょ

り

引

上

げ

て

、

.4
^

地

投

ま

、

.
道

路

、

.

運

河

、

銀

行

等

お

投

じ

始

一

確

に

は

 

一

<
0

七

ザ

め
た
。
就"

s-、

一
 

A

 

ニ 

一'
^

の

:

- 

の
m

を
俘
ル
令(

そ
の
給
ル
は
於
に
被
按
的
で
あ
っ
た
と
翁
時
の
旅
行
者 

は；？ i

っ
て
も
r
% 

&

を
據
ふ
し
て
、
北
部
商
業
资
本
は
ま
激
に
紘 

縱
業
に
投
下
さ
れ
始
め
た
ひ
之
に
ゾ
い
て

t
i
、

我

：^

は
、
ボ
ス
ト 

ン
ナS

人
プ
ラ
ウ
ン
と
サ
ミ
ユ
エ
ル

•

ス
レ
ィ

夕
"
-

に
よ
る
、
ポ

I
 

.

.
か 

タ
ケ
ッ
ト
の
水
棉
工
場
を
始
め
、
多
く
の
例
を
舉
げ
る
謝
が
出
來 

る3
。

但
し
、

こ
の
工
場
も
、
織
布
工
程
は
問
屋
制
家
巧
工
業
に
'

よ
っ
て
行
：̂

れ
て
思
た
も
の
で
、
勞
働
力
は
濃
射
の
女
•
子
供
に 

§
；

い
で
ゐ
た
。
近
代
的
エ
揚
制
度
は
木
都
工
場
に
於
て
は
、
ボ
ス

.

ト
ン
货
れ
商
ロ
.
，
1

ウ
ェ
ル
等
に
よ
る
ゥ
ォ
ル
サ
ム

H

場
’
-

-

-

-緋

•

ま
布
兩
工
程
を
令
"
む
-

-

-

-に
威
め
ら
る
ぺ
きT

摩
はliiiL

矢
に
ぜ

す
るi

i
s。

 

-

以
上
の
事
肝
^

よ
り
、
小
原
敬
土
教
授
；
^

次
の
三
點
を
指
■
さ
れ 

\

て
足
る
§

0

. 

:

.

H
 

r

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
毀
本
の
少
く
と
も
あ
る
部 

分t
i
、

前
期
的
商
業
資
本
の
鋭
的
踏
化
に
よ
っ
て
形
成
さ 

れ
た
も
の
で
あ
，る
。

」

' 

^

 

r

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
前
期
的
商
第
资
本
は
ィ
ギ
リ
.ス
や

お雑誌十二卷七.八
魏

ア
メ
リ

' 
力
す
ド
能

☆

本

の

形

成

.

.思

ふ

。

以

下

の

敍

述

t
r

 

ハ

っ

膨

ル

か

ら

な

さ

れ

た

も

の

で

ぁ
 

り

、

g

s

£

や

、

そ

の

ザ

代

記

で

は

な

い

。

從

つ

て

そ

の

限
 

り

の

も

の

で

を

る

。

 

J

g

つ
て
置
く
が
、
本
は
比
較
經
濟
史
研
究
の
成
嚴
の
安
當
性 

を§
!歐

に
就
て
論
す
る
も
の
で
な
く
、
そ
の
情
题
起
の
仏

T
S

 

,——

廣
i

お
本
の
系
譜
の
研
究
l

i

に
從
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
研

I
1
I

究
を
，ハ：J

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ

v>^、

ア
メ
リ
カ
廣
本
主
義

..
 

の
發
违
を

|
£
歐

に
就
て
の
成
跟
の

「

寢
床」

.へ
押
込
む
も
む
で
は 

決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
 

:

.

.

.

.

.

山
大
坂
な
找

S

本
主
i

逸
史
の
.戚
礎
視
點」
(

前
掲
書i

收
七
八

.

、
5
 

.
 

.
 

.
 

: 

, 

•

旧
ゥ
ユ

f

バ
I

、
前
お
邦
跨
三
五
页

。
'
 

'

•B 

I^amb

⑦rt, 

John, 

Ti.avels throug.h Canada 

and 

t

ぜ 

,United States 

o
f ISTorth America 

in 

the Years'ISOG, 

1S07,, and 1S08, vol.ii. p. 

65 

.
 

-
 

u 

こ
の
ン
に
つ

(

て
は
、East, K, A., 

BusinessEnterpris 

•,
 in t'nc American Revolutionary Era. 193S 
參gio 

:

.
⑤

.
ク
ラ
一
ク
は
ゥ
ォ
ル
サ
ム
型

H

楊
に
於
て
も
、
現
物
货
銀
制
と
商 

衆

•の
支
配
す
る

r

エ
紫S

封
建
飢

」(

S
ロstrial Feudalism

〕

 

を
指
し
て
ゐ
る
。

rolark. 

History 

of 

iMknufac

さres 

in 

..the United States, 1929. vol. 

I. ;p,452 )
(

社
食
經
濟
學

.十
四
の
一
、-五 0

1
 

一
 

.150 

...

ョ
ー
P

ッ
パ
大
陸
の
場
合
の
や
う
に
封
建
的
支
配
階
級
と
紹 

び
っ
.か

て

際

立

つ

，
て

保
{寸
反
動
的
な
役
割
を
果
し
た
こ
.
と
は 

な
か
つ
た
と
ふ
點
で
あ
る
。

」

S

 

r

マ
メ
リ
力
に
あ
け
る
前
期
的
商
き
資
本

.が
ど
.の

p
i

族
ま 

.で
近
代
的
産
業
資
本
の

‘中
核
と
な
り
、
後
者
の
形
成
の
た
め 

の
'主
體
的
推
進
力
と
な
っ
た
か
に
つ

.い
て
は
、
な
は
别
究
の 

除
地
が
多
い
で
ぉ
ら
う
。

」

 

,

て
小
原
敎
授
は
，「

し
か
し
、
わ
れ
；Q

れ

は

敢て！
：

は

ね

ば
 

な
ら
な
い」

.

と
さ
れ
て
、
'ゥ

H

1

パ
ー
、
大
摄
的
見
解
が

r

ア
メ 

リ
ヵ
に
お
い
て
典
-
し
て
そ
の
ま
X

に
當
嵌
ま
る
で
あ
ら
う
か
。
云 

A

」

と
强
い
疑
問
を
提
出
さ
れT

史
.

W

;に
卽
し
て
吟
味
す
る
こ 

と」

を
求
め
.
ら
れ
て
ゐ
る

S
。

併
し
、
雨
敎
授
の
見
踏
は
共
に
問 

‘
題
提
起
の
形
で
あ
り
、
少
く
と
も
史
{

於
に
ょ
る
+
?
^、證
の
形
で
は
^

 

表
さ
れ
て
ゐ
な

5
。

而
し
て
こ
の
問
題
の
餅
快
ぱ
、
得
の
方
：

S

論 

爭
の
み
に
を
-

ね
ら
る
べ
ぎ
で
は
な
い
。‘
又
、

こ
の
何
れ
か
を
辯i

ぽ 

と
し
て
、
そ
の

5

撒
論
を

5̂

證
す
る

T

領
で
あ
つ
て
は
勿
論
な
ら
な 

い
。
我
々
は
唯

i
:
i
!
§

所
在
を
こ
-
^
に
ぜ
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
の 

で
あ
る
。

.

以

下

に

於

て

、

' 
私

は

錄

丁

業

~
~

；

I

其

は

ア

メ

リ

ヵ

T
i

す

，
，
本

主

氣

-

の

 

鍵

錯

産

業

で

あ

る

——

に

.
っ

5

て

、

そ

の

性

格

及

系

譜

を

尋

ね

る
 

事

に

ょ

つ

て

、、

こ

の

'
疑

問

に

此

一

一
か

な

.9

と

.
も

解
；！：<
i
n
+
v
‘M

ハ

へ

た

い

と

. 

,

, 

六

三

.
、

i

 

:

5

 

.

, 

六

四

(H! 
ニー 

G

,
§
一.ア
メ
リ
ヵ
史
に
お
け
る
商
業
資
本

」
(

小
な
は
著

r

ア
メ 

. 

'リ
力
資
本
ホ
教
の
形
成

」

所
收
綺
文
九
六

I

九
八
.
3 

S

，小
.原
敎
授
薪
、
前
搞
書
七

六
I

七
K
。
，
.

.

ミ 

-
.

こ
の
時
代

a

八0

八
か
！一

八
.六
0

平
I

维
者)

を
通
じ
て
合
衆 

國
の
工
業
の
發
展
を
齋
し
て
諸
要
因
を
、
周
到
に
認
識
し
、
理
ぼ 

す
る
爲
'
に
は
、
特
殊
の
工
業
の
中
の
若
干
の
發
展
の
跡
を
避
るS

'
 

が
必
要
で
あ
ら
ぅ
。
.

そ
し
て
こ
の
目
的
の
爲
に
、

棉
エ
業
及

I
S

 

工
業
が
、
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
撰
掲
さ
れ
る
の
は
尤
な
事
で 

あ
る
。
.

と
は
ボ
ガ
ー
ト
が
ア
\メ
リ
力
資
本
主
義
の
發
逮
を
大
づ
か 

み
に
し
た
一
}

一
口
葉
で.
あ
っ
たS

"

而
し
て
統
績
業
に
就
て
は
前
に
も 

若
干
觸
れ
た
が
、
え
ぱ
獨
立
戰
爭
以
前
か
ら
廣
饥
に
農
村
に
家
內 

>
j

業

的
•

副
前
に
行
れ
て
ゐ
た
も
の
で
、

§

家
用
と
し
て
.の 

み
な
ら
す
、
廣
く
市
場
生
淹
.
の
段
階
に
達
し
て
居
た
。
併
し
近
代 

的
工
場
に
よ
る
生
産
は
、
.

一
A

O

A

年
を
境
と
し
て
、
商
業
資
ホ 

と
結
付
い
て
始
め
ら
ル
た
も
の
で
あ
る
，。
眼
を
轉P

て
ア
メ
リ
ヵ 

資
本
主
義
.
の
他
の
脚
-

で
あ
る
鐵H

業
を
見
る
と
、
事
情
は
異
る
。

植
民
地
ア
メ
リ
.
力
に
於
け
る
鐵
工
業
は
、’
调
知
の
如
く
、
.

十
七
. 

'

世
紀
初
頭
に
始
ま
る
。.
ニ

六

1
,
0

年
ゲ
ァ
ジ
ュ
ア
に
於
K

、

.
，
f

K

 

に
産
す
る
鐵
鎮
石
を
ジ
ュ
ィ
ズ
タ
ク
ン
植
民
地
が
英
國
に
送
ウ

-
 

.

て
、
，
良
質
な
る
事
が
判
明
し
て
注
目
を
惹
い
た
。、
ニ
六
ニC

X

ホ

I*I 1

llj
} ：--

s

!
I
i；;



口
.

ン
ド
ン
會
社
が
サ
ッ

'

ク
.ス
か
ら
約
四0

人
の
職
人
を
送
り
、
 

ヴ
ァ
ジ

J

ー
ア
にi

っ
の
殺H

場
を
踏
て
た
。
そ
の
前
途
は
.頗
る
有 

望
で
、
次
.

の

位

節

C
!

六
ニ
1

¥

の
卷〕

迄
に
は
、
大If

里
の
.鐵
を 

産
出
出
來
る
事
は
疑
な
い
旨
の
報
告
書
ザ
ロ
ン
ド
ン
.の
會
社
想
锋 

ら
れ
て
ゐ
る
。
後
、
バ
ー
メ
レ
J

が
監
督
に
派
遺
さ
れ
た
が
へ

f

 

六
ニ
ー
ー
ギ
イ
ン
デ
ル
ア
ン
の
襲
ゆ
を
受
け
、
，工
場
ぱ
破
壞
と
れ
、
 

逃
げ
か
く
れ
た
子
供
連
を
除
い
て
、
全
職
人
の
外
に
も
植
民
者
三 

四
七
人
が
殺
戮
さ
れ
る
と
い
ふ
慘
事
に
遭
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
エ 

場
は
約
百
年
間
再
建
さ
れ
な
か
っ
た

S
。

 

.

一
方
、

モ
ュ
I

•

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
け
る
鐵
工
業
に
つ
，

S

て 

見
ょ
ぅ
。
，
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ッ
植
民
の
目
的
の」

'っ
は
鐵
の
生
産
に 

あ
っ
た
ぽ
。
我
々
は
孤
立
的
史
M

に
與
睡
を
も
っ
事
を
止
め
て
、

.
/ 

と
の
社
き
に
廣
饥
に
级
っ
て
來
た
鐵
エ

f

を
問
題
と
す
る
な
ら 

ぱ
、

一
六
四
三
年
ジ
g

ン
•

ウ
ィ
•

ン
ス
n

ッ
プ
等
に
ょ
っ
て
マ
サ 

チ
ュ
セ
ッ
ッ
植
民
地
の
ソ
ー
ガ
ス
河
畔
に
建
て
ら
れ
た
憐
鎮
爐
に 

法
，M

す
べ
さ
で
あ
る

。

‘

- 

.

植
足
地
で
製
造
さ
れ
た
最
初
の
鐵
は
、
鎮
石
か
ら
で
は
な
く
、
 

海
岸
に
近
い
沿
潭
の
か
ら
と
れ
る
沼
鐵
で
あ
っ
た
。
其は北 

.部
か
ら
南
ぱ
メ
ヴ
ー
ラ
ン
ド
の
海
岸
地
方
到
る
所
に
見
出
さ
れ 

た
。
而
し
て
か

i

るi
f

床
に
對
す
る
投
機
が
行
は
れ
た
事
は
ゆ
す 

這
も
な
い
取
で
あ
っ
た

S
。

.撒
錄
爐
は
、
.泥
鐵
鎮
の
あ
る
所
に
通 

拱
會
雜
’訪

,iル
四
十
ニ
卷
银
七• <

雜

常
設
け
ら
.
れ
た
‘

の
y

め
る
。
泥
鐵
：^

脆
.
い
が
、
す
ぐ
惚
け
て
流
動 

狀
と
な
る
の
で
、
聽
に
入
れ
て
鏡
物
等
を
造
る
に
：適
し
て
ゐ
たS

。

‘ 

.

又
、
そ
の
量
は
限
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
、
そ
の
土
地
の
泥
織
鏡
が
個 

渴
す
れ
ば
、
當
然
そ
こ
の
懷
鎭
爐
は
閉
鎮
さ
れ
る
の
が
普
.過
で
あ 

っ
た
彼
。

當
時
のS

鎮
爐
ボ
生
産
し
た
泥
鐵
の
量
は
、
前
述
せ
る 

.

ソ
ー
ガ
ス
河
畔
の
例
に
っ
い
'

て
見
れ
ぱ
、，

一
六
®

<

年
に
银
週
A

 

ト
ン
で
あ
っ
て
、
泥
鎭
に
ょ
く
適
，し
た
大
砲
、
徵
丸
、
壶
、
及
び 

其
他
の

i
l

器
等
の
鏡
逸
に
永
い
間
忙
し
か
っ
た
。
か
く
て
、
こ
. 

の
量
、
質
.雨
面
か
ら
の
制
約
は
、
こ
の
泥
鐵
に
ょ
る
！i

H

業
を
、
近
、
 

代
的
大
エ
業
に
迄
發
展
さ
せ
る
|

^

を
}

^

1

5

能̂
に
し
，た
の
で
あ
る
。 

ホ
し
、
そ
の
中
の
成
も
の
は
可
成
後
迄
行
れ
て
☆

た

事

事

：双 

で
あ
る
。 

，

一
一
ュ1

ン
グ
ラ
ン
ド
の
場
合
に
は
、
惚
鎮
爐
は
英
國
で
用 

ひ

ら

れ

た

简

風

爐

せ

腐

で

，r

プ
ル
ー
マ
リ
ー

」

と
い
ふ
べ
き 

も
の
で
あ
っ
た
。
其
は
、
爐
の
中
に
細
く
碎
い
た
鐵
錢
と
木
炭
を 

一
杯
に
っ
め
、
下
の
通
風

n

か
ら
風
を
吹
込
ん
で
白
熱
し
、
下
に 

情
け
て
た
ま
つ
た
鐵
津
を
流
出
ロ
か
ら
出
す「

カ
ク
ラ
ン
•
プ
ル 

I

マ
リ
r

j

を
改
良
、
擴
大
し
た
も
ひ
で
あ
っ
て
、
風
と
植
の
爲 

の
小
さ
な
落
水
、
煙
突
の
っ
い
た
粗
い
啡
禍
、
.
及
び
木
炭
と
鎮
石 

の
供
給
さ
へ
あ
が
ぱ
、

鐵
エ
業
者
は
、

仕
事
が
得
ら
れ
た
時
に 

は
、
毅
冶
屋
の
便
用
に
癒
し
た
狀
熊
に
、

！

日
に
數
百
ポ
ン
ド
の

.

.

.

 

' 

.

.

.
，.
六
五
，

(

四
ニ
！五)

.

.

.

ア
メ
リ
カ
遗
梁
！̂
ホ
の
形
成

織
を
獲
得

S
：

來
た
の
で
あ
る
。
仕
事
が
終
っ
て
了
ふ
と
、
次
の

J
i

 

嬰
が
あ
る
迄
は
爐
ゆ
空
い
て
ゐ
た
。
植
地
時
代
の
初
期
に
、
か 

か
る
爐
が
北
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
山
の
ホ
に
あ
つ
ス
、
農
村
の
人
力
の 

嬰
求
に
應
じ
て
捧
織
を
生
ま
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
。
か
-̂
る
方
法
に 

よ
り
生
産
さ
れ
た
錢
は
、
無
駄
が
多
い
代
り
に
、
純
良
で
あ
っ
た

と
'

i
K

は
れ
て
ゐ
る

_

ヨ

1
ク

m
(!)
か
i

る
鐵
は
、

ピ

ッ
グ
\
1

ク
で
良
数
の
ガ
收
奸
の
银
と
な
つ
た
の
で
あ
る
け
。

'

,

鎮
鐵
の
原
料
は
上
述
せ
る
如
く
、
植
民
地
時
代
初
期
に
ゆ
泥
織 

が
生
で
あ
っ
た
。

H.

ユ
ー•

ハ
ム

.プシ
ァ

fに
は
沼
錄
を
利
用
す 

る
プ
ル
ー
マ
リ
ー
が
あ
つ
た
し
、
ロ
ー
ド

•ア
イ
ラ
シ
ド
に
於
け 

る
一
六
七
五
ギ
頃
迄

.の情
鎮
爐
は
、，
マ
サ
チ
ユ
セ
マ
ツ
の
プ
リ

.ス
 

ト
ル
郡
か
ら
と
れ
る
泥
鐵
粮
を
用
ひ
て
ゐ

.た。
マ
サ
チ
ユ
♦
ッツ 

，の
ウ
ィ
ン
ス
リ
ッ
プ
に
ょ
る
僻
續
も
、
ソ
ー
ガ
ス
池
か
ら
と
れ 

，る

泥
鐵
鎭
を
使
用
し
た
。

.我
Aは
か
A

る
泥
鐵
に
ょ
る
数
の
生
商 

の
例
を
指
摘
す
る
に
は
、

'少
し
も
苦
し
ま

.な5。.

.他
方
に
於
て
、
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
に
は
多
量
の
織
鏡
が
埋
錢
さ 

れ
て
居
る
ホJ

が
發
見
さ
れ
た
。
そ
し
て
之
を
利
用
す
る

0H

業
も

. 

盛
ん
と
な
つ
て
行
っ
た
。
例
へ
ぱ
、
.コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
•
ヒ
ル
か

. 

.ら
は
、
含
有
量
の
多
い
赤
鐵
鎮
が
ホ
產
さ
れ
で

'、
.之
がH

ユ
ー•

ヨ
ー
ク
の
錢H

場
へ
運
び
出
さ
れ
た
。

ハ
イ
ラ
ン
ダ
で
掘
出
さ
れ 

た
磁
鐵
鏡
は
、
パ
サ
^

ッ
ク
河
畔
の
ウ
イ
ッ
パ
一
一
一
わ
あ
る
工
場

.

六

六

(
S

 

ニH
O

 

,

迄
、
革
■

に
入
れ
て
、
荷
馬
の
齋
に
っ
ん
で
何
哩
も
運
ば
れ
ね
ば 

'
.
な
ら
な
か
っ
た
ッ
又
、
棒
鐵
も
同
.
様
め
骨
の
折
れ
る
方
法
で
、
オ 

レ
.

ン
デ
山
脈
を
橫
切
っ
て
、

H

ユ
ヮ
；
ク
迄
賣
る
爲
に
運
ば
れ
た 

の
で
あ
る
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ

H

 

U
.

ア
の
取
部
、
北
ポ
部
等
、
特
に
サ 

、セ
ッ
ク
ス
郡
に
は
多
數
の
鏡
山
が
あ
つ
た
。

コ
ネ
テ
ィ
.カ
ッ
ト
の 

サ
リ
ス
ベ
ジ

•

！
の
！̂
あ
な
赤
鐵
鶴
は
、
十
二
哩
離
れ
た

n
： a

ム
ビ 

ア
郡
の
ア
ン
ク
ラ
ム
邀
河
の
禅
の
鐵

H

場
迄
運
ば
れ
ふ
。
ゲ
ァ
！ 

モ
ン
ト
に
も
礎
鐵

i
i

及
赤
鐵
鏡
が
産
出
さ
れ
た
し
、
ケ
ン
タ
ッ
キ 

1

>
 

チ
ネ
シ
ー
で
も
同
様
で
あ
っ
たS

。

以
上
で
明
な
様
に
、
0 

鎮
石
か
ら
鎮
鐵
す
る
場
合
、
鋳
石
が
何
ら
か
の
方
法
で
、
水
力
、
 

綴
料
、
驗
送
等
の
條
件
の
ょ
レ
揚
所
に
運
ば
れ
た
例
が
多
い
の
で

め
る
。 

■
. 

'

こ
の
外
に
、
今
一
っ
の
鐵
資
源
に
っ
レ
て
述
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

其
は
五
大
湖
周
邊
、：特
ス
ペ
リ
オ
ー
湖
附
近
の
鐵
で
あ
っ
て
、

‘

を
.
 

は
商
北
戰
爭
以
後
の
ア
メ
リ
カ
鐵
工
業
の
主
要
な
資
源
的
中
心
で 

.
あ
る
。
r
-
の
事
は
申
す
迄
も
な
い
事
な
が
ら
、

.

一
一
言
指
摘
し
て
お 

か
ね
ば
な
ら
な

5
。

'

ぐ

.
 

.

.

'

 

‘ 

W
 

B
o
g
a
r
t
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H
c
o
n
o
n
^
i
c

 

H
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o
r
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 o
f
.
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J
P
e
o
p
I
e
,

 

l
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, p
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.

 

3
9
9
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0
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細
卧
氏
譯
、
ニ
！七

M
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/
 

.

.g
.

こ
の
事
借
は
何
れ
の
縫
沿
史
ホ
に
も
言
及
し
て
あ
る
が
、

B
r
u
c
e

,

'
E
c
o
n
o
m
i
c

 

.
i
i
i
s
t
o
r
y

 

o
f

 

V
i
r
i
r
i
m
i
a

 

i
n

 

-
t
h
i
e

 

s
e
v
e
n
t
e
e
n
t
h
.
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,

.

こen
t
m
y
,

 1907, vol. .11. pp, 445—
454 

に
詳
し
い
で
何
、

と

•

のH

揚
の
芬
例
力
、

S

物
货
銀
制
、
錢
エ

§̂設
立
贺
#

注̂
窓
。

 ̂Bolles, 

Industrial 

History 

of 

the 

united. States, 

IS

び2, p. 189.

參
照
o 

.

 ̂
Weeden, 

Economic、and 

WOCIal 

wistory 

0̂ N
e
w

 

E
n

ねland, 1G20 〜
17SD,'vol. I. p, 396.

S

 

.泥t
パ
に
ヴ
い
て
は

、Weoden 

op. cit,, vol. I. p. 192.

0 

そ
の
例iTV' 
い
て
は
.、Coman, Industrial..'History of the 

Unitcid stated p. 70. 

n 
リ
評
し
く
は 

swank) History of 

the IVlanufactuire of Iron in 

All 

Ages, 

1S92. 

(2 ed.) 

p
,
I
G
S
.〜

 

.../

S

 

wolles. Op, cit., 
§
.19i 〜

3
.

其
池 Smith, The wtory 

of Iron and Stoel, London, 1908. 
chap. II ,

就
巾 p. .19.

3

 

conian, op. cit., p. 7h

 

.

四

义
.に
、
我
々
は
幾
’

H

業
の
性
格
を
明
に
す
る
爲
に
、
そ
の
代
表 

的
形
態
と
し
て
、
鐵

H

場
、

®

冶
崖
、
，
及

釘

裂

造
(

家

內

H

業

)

の
三
つ
を
取
上
げ
、
北
ハ
ら
が
失
々
ァ
メ
ル
カ
社
會
に
於
て
演 

じ
た
役
割
に
つ
い
て
？？
へ
て
見
る
事
に
，し
ょ
ぅ
0

.

先
づ
、
域
工
場

(
i
r
o
n
-
w
o
r
k
)

に
っ
W
て
述
べ
る
。

一

七
九 

五
ギ
商
カa

ラ
ィ
ナ
の
奥
地
忙
あ
る

H

ラ
及H

ト
ナ
鐵H

場
の
公 

賣
廣
を
に
ょ
っ
て
、
兩
工
場
の
規
模
、
設
備
其
他
を
探
っ
て
兄
る 

i

i

s
誌

i

ポ
四
十
二
卷
、饭

七

•.八
跋

と
略
-

次
の
如
く
で
あ
るS

。

 

,

之
等
の

H

楊
は
、
力
ト
ウ
バ
河
か
ら
ニ
哩
以
內
の
ョ
{
ク
郡
に 

.

あ
り
、
工
場
所
凰
の
約
一
、
.
.五
O

Q

O

H

1

力
I

の
土
地
を
も
ウ 

て
ゐ
て
、
み
の
他
に
約
ニ
五
®

所
の
.農
揚
が
あ
る
。

こ
の
鐵
工
場 

.

の

敷

地

內

に

.
、

四

0
X
三0

フ
ィ
ー
ト
の一

一
階
建
焼
冗
造
の
態
物 

か
あ
り
、
地
下
室
も
つ
て
ゐ
る
。
其
他
の
附
屬
踏
狗
と
共
に
、
 

四
つ
の
製
粉
工
場
、
一一.
つ
の
穀
村
工
場
も
あ
る
。

'

.

勞
働
力
と
し
て
ば
、
.
工
場
所
屬
の
九
0

人
以
上
の
黑
人
が

り
、

そ
の
中
七

0

乃
至
八0

人
は
大
人
•

で
、
.殘
り
は
子
供
で
ぁ 

る
。
彼
等
は
永
ら
く
と
^
で

綴

A
、

0

^

 ̂

§

雙

、
.霞

 

.

と
し
て
働
い
て
ゐ
る
が
、
又
其
他
の
：

a

事
に
も
使
役
さ
れ
た
？
運 

摄
舉
、

其
他
の
詰
道
具
等
も

H

楊
に
附
し
て
ゐ
る
。
附 

揺
地
に
は
か
な
り
.

の
森
林
が
ぁ
り
、
之
を
糖
失
が
伐
出
し
、
其
を 

こ
のH

場
に
月
極
め
で
膨
は
れ
た
炭
燒
失
が
境
い
て
、
穀
鐵
用
の 

木
族
に
す
る
。
i
^
i等
の
f

i

失
、
炭
燒
夫
は
勿
論
の
事
、
照
は
れ
て 

ゐ
る
水
単
大

H
、

大
工
を
始
め
、
鐵
エ
揚
.で
働
く
各
種
職
人
等
の 

賞
銀
は
、
失

々

何

ポ

ン

ド

か

の

鐵

で

仕

拂

は

れ

を

.

製
品
は
運
河
乃
至
河
川
に
ょ
っ
て
週
ぶ
0

,

從
っ
.

て
、
出
來
る
丈 

遣
河
を

H

榻
.

の
近
く
迄
引
く
事
に
努
力
が
拂
は
れ
て
來
た
。

.
か
を
级
ぜ
の
ダ
ぞ
ゆ

 

一一J

ー
哩
の
か
ら
、
巡
に
用
ふ
る
石
は一

一
 

五
哩
の
所
、か
ら
掠
ら
れ
、
い
づ
れ
も
良
質
だ
っ
た
。

H

ラ
條
鎮
購

:

■

六

七

(

S

1

七)

.

ア
メ
リ
カ
漆
業
本

.の
形
成

は
旧
形
で
、
底

部
の
壁
の
厚
さ
 

一0

フ
ィ
：
 

☆
I

さ
三
五
フ
ィ
一
卜
、
ボ
ッ
シ

(
b
o
s
h
e
s
)

下
方
が
れ̂
;
-̂

-

-

-の
上
の
穴
一

直
徑
ニ
ニ
イ
ン
チ
で
あ
る
。
.ェ

ご
爐
の
底
か
ら
の

——

愿
り
シ
ャ
フ
ト
の

フ

-

卜
、

I
I

石
餘
の
天
邊
の 

ナ
你
鎮
爐
角
型
で
あ
り
、
.大

き
さ
も
前
オ
と
赂
く
同
様
で
、
雨
ポ
共
內

^
!
^は
圓
形
で
あ
る
。

之
等
の

H

場
は
、
勞
者
の
糖
紫
か
.一
可
す
如
く

 

.数
鐵
の
外 

に
、
各
種
器
具
を
も
製
作
し
て
、.附
近
の
農
民
等
の
需
要
に
ま
じ 

'
V

ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
之
等
の
原
鐵
乃
至
製
品

ぱ
、
商
人 

の
乎
に
ょ
っ
て
、
附
近
に
費
ら
れ
て
行
っ
た
事
は
明
か
で
あ
る

S
。

.

今

一

っ
忘
れて

：； d

な
ら
ぬ
事
は
、

雇
傭
努
働
者
ぶ
就
て
ゾ
あ 

"

る
。
前
述
せ
る
如
^

么
等
の

H

場
で
は
黑
：

<

が
董
寶
視
さ
れ
て
. 

ゐ
た

。

ヴ

ァ

.
ジ

一

一

ア

の
或
鐵
工
場
で
は
黑
人
勞
働
者
に
對
し
、
.一
 

セ
八
九
年
に
一

 

O

0

弗
の
賞
銀
を
支
拂
っ
たS

。

勿
論
こ
の
場 

合
白
人
も
照
は
れ
た
の
で
あ
る
。

' 

黑
人
は
、.
.
鐵

H

場
に
眼
ら
す
、
 

银
冶
工
の
従
弟
と
し
.

て
も
称
用
さ
れ
て
ゐ
た
。
'此
種
職
人
の
暮
餓 

廣
を
に
は
、
雇
傭
條
件
と
並
ん
で
、
黑

人

で

も

歡

迎

さ

れ

る
1
 

但
し
、
仕
事
が
解
り
、
正
直
、
勤
勉
、
露
面
目
で
、
身
元
の
明
か 

な
善
い
者
と
の
條
件
附
で——

旨
が
附
記
さ
'

れ
て
ゐ
た
巧

\

组
、
こ
の
事
情
を
今
少
し
明
に
す
る
爲
に
、
.
.ヶ
>

ク
ッ
キ
I

州 

び
例
を
あ
げ
ょ
ぅ
油
。

一
七
九
一
年
、
ス
レ
ィ
ト
.
運
河
の
畔
に
-五 

ニ1

四

H

1

力
ー
の
土
地
を
與
へ
ら
れ
て
建
て
ら
れ
た

r

グ
ル
ボ

六
- ̂

i

o

ン
懷
缠
爐」

：̂
、

間
も
な
く
、
二
四
ニ
六
ポ
ン
ド
で
賣
ら
れ 

た
。

こ
のH

場
の
勞
働
者
は
、
小
鋭
其
他
の
武
器
で
絶
へ
す
イ
ン 

デ
ィ
ア
ン
の
襲
購
か
ら
霞
ら
れ
.

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
愤
錢
爐
に 

は
附
屬
鐵
工
場
が
あ
っ
た
。

こ
の
鐵
工
場
は
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
の 

初
期
移
民
連
に
、
.

例
へ
ぱ
缓
爐
、
料
理
器
具
、
火
K

斗

と

い

.
っ

た 

樣
な
必
耍
な
鏡
物
類
を
供
.給
し
た
。
.
附
風
工
場
が
出
來
て
か
ら 

は
、
ケ
ジ
タ
ッ
キ
ー
の
®
.
冶

屋

皆

こ

か

ら
捧
鐵
の
供
給
を
受 

け
た
。
鋳
物
や
捧
鐵
は
車
に
.

の
せ
て
、
ケ
ン
ク
ッ
キ

.
1

の
凡
ゆ
る 

地
方
に
運
ば
れ
、
町
の
主
な
店
を
通
じ
て
分
配
さ
れ
た
。
ケ
ン
.夕 

ッ
.
や
ー
に
は
、
こ
.

の
爐
で
：作
っ
た
缓
爐
や
食
器
が
廣
く
用
ひ
ら
れ 

て
居
た
と
い
ふ
。.
そ
し
.

て
そ
の
.
生
産
物
は
、
州
內
.
に
止
ら
す
、廣
く 

オ
ハ
イ
オ
の

.

シンシナティ

.
や
ル
イ
.ス
ヴ
ィ
ル
に
迄
も
船
で
運
ぱ 

れ
た
。

こ
のH

場
に
.
は
雜
貨
店
が
兼
營
さ
れ
、
ケ
ン
夕
‘ッ
キ
ー
商 

人
が
遙
々
フ

.

ィ
ラi

ル
フ
ィ
ア
迄
銀
を
も
つ
て
、

馬
の
脊
に
路 

り
、.

商
品
を
仕
入
れ
に
行
き
、
..歸
り
は
荷
馬
車
に
商
品
を
積
ん
で 

ピ
ッ
ツ
バ
I

ダ
に
韻
り
、
そ
と
か
ら
平
，底
船
で
オ
ハ
イ
オ
の
各
她 

に
運
ば
れ
、
そ
，の
一
部
は
こ
の
工
場
に
も
齋
ら
さ
れ
.た
の
で
あ 

る
。
又
製
粉
場
も
こ
.
の
，
工

場

に
.

併
設
さ
れ
て

i
Q

た
0

,
 

. 

♦

又
、
北
力

u

ラ
イ
ナ
西
部
及
チ
ネ
シ
.
1
東
部
の
原
野
に
小
さ
な 

爐
鎮
爐
が
贴
々
と
存
在
し
た

m

。

等
の
小
さ
な
、
併
し
健
全
な 

聚
落
に
、：
.
細
い
け
れ
ど
も
、

カ
强
レ
煙
を
あ
げ
て
ゐ
と
小
さ
な

j



爐
、

こ

に

我

タ

は

後
：！！

の

ア

メ

リ
'

カ
鐵

H

業
の
息
吹
.，}
^

ヒ
シ
'ヒ 

,

シ
と
感
す
る
。
，之
等
の
爐
は
そ
の
所
有
者
の
欲
望
の
み
.

^

ら
す
.、
 

近
隙
の
濃
民
や
銀
冶
屋
の
豁
要
を
も
充
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
原 

生
的
膝
熊
に
，於
け
る
ア
メ
リ
カ
鐵
工
業
が
、

顧
著
な
特
徵
と
し 

て
、

斯
か
る
姿
む
と
っ
て
ゐ
た
事
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な 

^

0

尙
附
一
一E
す
る
な
.
ら
ぱ
、
か
-< 

る
'
段
階
の
社
會
に
於
て
は
、
.鐵 

は
高
慎
で
あ
り
、
貴

S
.

で
あ
っ
た
の
で
、
棒
鐵
が
通
貨
と
し
て
行 

れ
て
ゐ
たS

'

ゆ

容

に

想
#

、W

來
る
。
併
し
乍
ら
、
其
は
一
般 

'

的
等
慣
と
し
て
、
全
く
析
出
さ
れ
て
了
つ
た
れ
け
で
は
な
く
、
時 

と
所
を
異
に
す
れ
ば
、
通
货
の
役
割
を
認
め
ら
れ
た
商
品
も
亦
異 

つ
た
の
で
あ
る

2
。
(

例
へ
ぱ
、
煙
草

)

-

'

'

以
上
の
例
で
明
白
と
な
る
點
は
、
鐵
エ
揚
は
、
多
ぐ
廣
大
な
土 

地
の
挑
下
を
受
け
、

製
鐵
及
加
工
を
行
っ
て
ゐ
て
、

そ
の
生
産 

ぱ
、
農
村
と
密
接
に
結
び
っ
い
て
ゐ
た
事
、
勞
働
力
と
し
て
特
に 

南
部
で
は
黑
权
が
重
用
さ
れ
た
事
、

H

場
化
は
附
愿
の
農
揚
や
.店 

舗
も
あ
っ
て
、

r

っ
の
經
濟
單
位
を
形
成
し
、
；

i
r
o
n
p
l
a
n

 t
a
t
i

 o
n

 

と
呼
，ば
れ
て
ゐ
た
等
で
あ
る
？

3

 

C
o
m
m
o
n
s

 &

 Associates, A

 D
o
c
u
m
e
n
t
a
r
y

 History of 

A
m
e
r
i
c
a
n

 industrial Society, 1910. 

vol.II. Plantation 

a
n
d !Fr<>ntier. pp. 30.1 〜

312, 

g

 

W
ee
d
e
n
,

 op. 

cit, 

voL, I. p
,
177,.1

ゼ
，

.' 

,

i
i
l
S

琪
脅
雜
態
，^
^

四

十

ニ

卷

^
^
セ

.

入

擁
.

§

か
、
る
商
業
に
つ
い
て
は
、

Callender, Headin

ねs f
r
o
m

 the 

'
 ' 

e
co
n
o
m
i
c History of 

the 

United 

States. 

1765
〜
18C0, 

1909. pp, 276
〜
280, 

•
 

‘
 

'
 

r 

S
： 

C
o
m
m
o
n
s

 <& Associates, 

o
p
, cit., 
y
. 

M
,

C
o
m
m
o
n
s

 &

 Associates, op, cit., 

d
. 348

〜
9.

.
バ
ィ

I

一
 

ン
グ
は
、

.

へ，ン
シ
ル
ヴ

H

，
一
 

ア
鐵

H

截
の
働
あ
桃
成
を
、

,
,

勞
働
者
、

g
(

牛
期
奉
公
人
、

S
、

ー1グ
ロ
奴
款
及
び
解
放
奴

.
雜
、S

日
储
職
人
及
徒
弟
で
あ
、る
と
し
て
ゐ
る
。(Binirig, pen, 

.

.nsylvania Iron Manufacture
、
p
p
.
110

〜
1. 〕

社
<̂3 :||濟

史
な

0 1
.
p. 

61,)

..g

 

S
w
a
n
k
,

 

0
^
. cit, pp. 

2S2
〜
-i.

.

S

 

S
w
a
n
k
,

 Op. 

cit,, PP..298
〜
9.

g

 

S
w
a
n
k
,

 op. cit., p. 

299. 

Wee
d
e
n
, op. 

dt. 

vol.II. 

pp. 4:71 〜
2,

奴
、
次
に
銀
冶
屋
に
つ
い
て
み
ょ
ぅ
。

こ
の
問
題
に
答
へ
る
爲 

に
、
' 

我
々
は
あ
の
周
知
の
ぺ
ッ
ク
の

r

西
部
へ
の
移
：

p
i

新
案
內」

H

 

を
取
上
げ
る
。
そ
こ
に
は
、
西
漸
運
動
.の
進
行
に
ょ
る
三
つ
の
社 

會
の
段
階
が
描
か
れ
て
ゐ
る
。
以
下
我
々
の
考
察
を
明
確
に
す
る 

爲
に
、
煤
を
い
と
は
す
そ
の
大
要
を
紹
介
す
る
と
略
-
次
の
如
く 

で
あ
る
。

^

—

>

1

1

般
に
、
凡
て
.

の
西
部
植
民
地
に
於
て
は
、
大
洋
の
波r

l

の
如 

.

く
に
、
三
つ
の
階
級
が
後
か
ら
後
か
ら
押
寄
せ
て
來
る
。

.

六

九
.

s
i
l
l

九)

i：

ホ
ー
に
先
愿
激
が
來
る
。
彼
は
自
分
の
家
族
の
衣
食
を
主
に
草 

木
の
ほ
然
的
成
長
と
狩
獵
の
獲
物
に
依
存
し
て
ゐ
る
。
彼
の
農
具 

は
飢
で
、
主
に
製
で
あ
り
、
波
の
努
力
は
主
に
玉
蜀
泰
の
收 

獲

と

r

野
茶
畑」

に
向
け
ら
れ
る
。.
野
菜
伽
と
い
ふ
の
は
、
キ
ャ 

べ
ツ
、

I
s
i
g
、

，
玉

蜀

を

、

.

胡
瓜
、
及
馬
餘
響
を
植
へ
る
.粗
末
な
庭 

で
あ
る
。
.

丸
太
小
屋
一
掠
、

そ
し
て
時
に
は
馬
小
屋
及
納
屋
一 

.十
二 
H

I

力
ー
の
桃
地
、

村
木
、.
之
丈
あ
れ
ば
充
分
で
あ

^

る
。
狼
が
何
時
か
そ
の
土
地
の
持
主
に
な
る
か
否
か
は
取
る
に
足 

ら
な
い
。
彼
は
と
に
，究
占
有
者
で
あ
り
、
地
代
ぱ
錯一

文
だ
っ
て 

.

挑
っ
て
は
居
な
い
し
、「

領
主」

の
様
な
獨
立
感
を
抱
い
て
ゐ
る
。 

愿
と
や
と
一
、
一
一
匹
の
種
膝
を
っ
れ
て
、.
彼
家
族
と
共
に
森
林 

.

の
中
に
突
き
巡
ん
で
行
き
、
新

し

い

郡

や

州

の

建

設

者

と

な 

る
。.
彼
は
小
屋
を
建
て
、
そ
の
周
圍
に
同
じ
好
み
と
督
愤
の
他
の 

數
家
族
を
集
め
る
。

.

あ
た
.

り
が
幾
分
開
け
て
來
る
.迄
住
ん
で
ゐ 

て
、.
狩
獵
を
し
て
ゐ
る
0

.

又
ょ
く
あ
る
嘉
だ
.

が

、
-
近

所

の

人

々

が
 

集
っ
て
來
て
、
道
路
や
橋
や
畑
が
彼
を
簡
ま
し
、
自
分
が
自
由
に 

'沾
動

S

來
る
餘
地
が
.
な
く
な
ウ
て
來
る
。
ボ
ュ
ム
ご
お
は
彼
を
、

その
-
:
:
?

き
と
玉
蜀
黎
如
を
後
か
ら
や
っ
て
來
る
移
住
者
に
賣
拂
っ
,
 

て
、
.

ア
ー
力
ン
ソ
ー
か
チ
ヤ
サ
ス
.

へ
移
住
し
、

' 

同
じ
過
程
を
進
め
" 

，さ
せ
る
0
. 

' 

. 

.

次
に
移
你
し
て
來
る
速
ホ
は
、.
土
地
を
買
ひ
、.
畑
を
段
タ
增
し
.

七0

 

(

四
四C

0

て
行
き
、
道
路
を
作
り
、
小
川
に
粗
末
な
橋
を
架
け
、
丸
木
：^ilil

ホ
 

を
建
て
る
。

こ
の
小
屋
に
は
ガ
ラ
ス
窓
も

あ
り
、
懷
冗
か
石
の12ぱ

 

突
も
あ
る
。
時
に

t
i

果
物g

も
っ

5

て
ゐ
る
し
、
水
車
小
屋
、
學 

校
、
裁
判
所
等
を
建
て
る
。
そ
し
て
簡
素
な
、
つ
i

ま
し
レ
文
化 

生
活
の
姿
が
あ
ら
は
れ
て
來
る
。

.

,

次
の
波
が
や
っ
て
來
る
0

.資
本
家
や
企
業
家
が
來
る 

民」
t
i
i
.

っ
で
も
財
産
を
}
:買
挑
っ
て
一
儲
け
レ
、
も
っ
と
奥
地
へ 

入
っ
て
行
き
、
次
弟
に
波
自
身
資
本
家
や
企
業
家
に
.

^

な
る
。
小 

さ
な
お
落
廣
い
叫
か
市
に
な
り
、
惊
冗
作

'

り
の
、谋
山
の
建 

物
、
廣
い
耕
地
、.
果
樹
園
、
庭
園
、
大
學
及
敎
會
が
見
ら
れ
る
。
 

廣
幅
羅
沙
、
綴
、
，麥
择
眞
田
帳
、/
縮
縮
、.
及
す
ベ
て
の
洗
練
さ
れ 

'

た
品
物
、
，費
澤
品
、
優
美
な
も
の
、.
'

輕
薄
な
も
の
、
流
行
品
が
は 

や
つ
て
來
る
。

. 

：
，

.

.

か
く
て
後
わ
ら
波
が
押
寄
せ
て
、

西
部
へ
と
進
ん
で
行
く
。 

——

眞
の
理
想
黄
金
國
は未

だ
-
-
-
-

遠
い
の
セ
あ
る
。…

…

云
々
。

と
、
で
ぜ
な
樣
に
、.
第
'

1

の
社
會
で
は
如
何
な
る
規
模
の
工
業 

も
問
題
と
な
ら
な
い
。

又
第
三
の
社
會
は
、

い

は

r

海
岸
社 

會」

.
I

-

-

大
土
地
所
有
於
、
大
商
人
、
投
機
業
者
等
の
支
照
す
る
社
脅 

の
波
及
と
見
る
事
が
出
來
や
ぅ
。
而

て

最

後

に

、
第

i
r

の 

9̂

は
.
.
欺
藍
な
西
部

5̂

會
で
あ
る
と
云
つ
て
ょ
い
で
あ
ら
ぅ

0

'そ 

と
や
、
我
々
は
と
の
就
會
に
つ
い
て
，更
に
詳
し
く
知
る
爲
に
、
今
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；
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I

,4
t

I
II

I
I
g
I
i

s
x
n
e
T
l
j

少
し
く
當
時
の
旅
行
者
の
第
を
藉
リ
よ
う

p

。

.
 

. 

•

.

...

r
…
…

住
民
は
、
彼
等
の
夫
々
の
欲
望
を
、
自
ら
滿
ぷ
，
ね

ば

，
な 

ら
ぬ
。
其
は
、
.多
量
の
商
品
を
海
岸
か
ら
奥
地
に
運
ぶ
の
が
困
難 

.

で
あ
り
、
资
用
も
か
さ
む
結
某
で
あ
る
。
旅
行
者

t
i
、

妹
車
や
機 

の
プ
ン
プ
ン
か
ふ
響
に
間
も
な
く
慣
れ
て
了
ふ
。
樣
々
な
棉
製
ロ
旧 

や
学
毛
製
品
が
、
自
毅
用
に
十
分
な
丈
作
ら
れ
て
：居
る
。
そ
-
^
て 

我
々
が
、'
.

と
砂
糖
を
除
け
ば
、
こ
の
州
の
奥
地
の
人
々
は
、'
外 

部
か
らI

I

立
し
て
ゐ
る
と
者
へ
ら
れ
る
。
.

と
.

い
ふ
の
は
、
大
工
、
 

银
冶
工
、l

^
H
、

揉
皮

H
、

製
靴

H
、

製
鞍
‘

H
、

製
帳
エ
、
水
車 

大
X

及
典
他
の
職
人

t
l
、

そ
の
地
方
.ホ
に
便
利
に
位
置
し
て
ゐ
る 

.

か
ら
で
あ
る
0

.

•そ
し
て
、
彼
ら
の
夫
々
の
.
仕
事
に
必
要
なS

は
、
 

豐
富
に
に
入
る
の
で
あ
る
。

」

 

■
,

.

、

而
し
て
、
.

か
-

^

る
牧
歌
的I

E

會
拭
、
決
し
.て
十
九
世
紀
初
頭
の 

南
カ
ロ
ラ
ィ
ナ
に
眼
っ
た
事
で
は
な
く
、
.寧
ろ
多
少
の
差
異
は
あ 

れ
、
南
北
を
間
は
す
存
在
し
た
と
思
は
れ
、
又
西
漸
運
動
に
俾
っ 

て
ブ
ロ
ン
チ
ィ

i
s

に
紙
へ
す
作
出
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
と
見
て
よ 

S

の
でi

l

な
か
ら
う
か
0 

- 

、
 

…
…

括
：

s
g

地
時
代
初
期
に
於
て
は
、
工
業
は
主
と
じ
て
顧
客
注 

文
生
だ
っ
た
。
勞

働
？
？

の
家
庭
が
仕
場
！

^

あ
り
、
お
得
意
の 

注
，文
を
う
け
て
生
.
産
が
行
：^

れ
た
。
職
人
は
生
産
者
で
も
あ
り
、
 

亦
商
ん
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。
人
口
が
！
？加
レ
、
市
楊
が
擴
大
す
ス 

三S

琪
众
雜
盤
，
お
四
十
ニ
卷
第
七
，•
八

號

.

'

に
汲
び
、
親
方
は
職
工
を
集
め
て
、.
.注
文
生
産
契
約
生
産
に
從一?

卞 

す
る
.
の
み
な
ら
ヤ
、
注
文
を
ま
た
す
し
て
安
い
販
賣
向
商
品
の
生 

産
に
努
め
、
獨
立
舉
命
當
時
耽
に
か
X

る
小
賣
注
文
の
段
階
に
入
‘ 

つ
て
ね
を

.
0
.
.
,

.

.

.

-

.

:

-

-

 

,

か
ん
る
定
着
勞
働
奪
の
ル
に
巡
囘
靴
屋
や
仕
立
屋
の
如
く
、.
僅 

か
の
手
道
具
と
熟
綠
さ
へ
あ
れ
は
足
り
る
工
業
で
は
巡
同
勞
偉
ぶ
力 

.

が
居
た
。
彼
等
は
戶
结
に
聞

5

て
廻
り
、

あ
客
の
原
料
で
生
を
. 

し

、
そ
の
代
り
賄
ひ
、
宿
：

P

や
僅
か
の
賃
銀
を
得
た
。
銀
洽
屋
、
 

'

，機
屋
、
パ
ン
屋
のi

な
可
成
り
資
本
の
い
る
商
賣
で
は
、
自
分
の 

店
を
も
っ
て
ゐ
て
，、

お
客
'

の
方
か
ら
貿
ひ
に
來
た
。

人
口
の 

加
、
運
驗
機
闘
の
發
建
に
っ
れ
て
、
巡
囘
職
人
は
廢
れ
て
、
定
着 

‘

勞
働
者
が
多
く
な
っ
た
®
。——

，と
い
ふ
ボ
ガ
ー
ト

の一

般
的
敍 

述
ぱ
、
か
-

^

る
社
會
を
も
說
明
す
る
も
の
と
者
へ
て
、
莊
だ
し
い 

•

誤
で
は
な
い
。

際
、.

こ
の
樣
な
小
村
落
社
會
に
於
て
は
、レ

.！

の 

村

范

に

も

r

中
世
の
職
人
と
、

近
代
の
機
械

H

と
の
中
間
的
性 

格
を
も
っ
叙
冶
屋」

が
居
.

て
、‘
近
所
の
仕

1
$

を
チ
キ
パ
キ
と
、.
乎 

際
ょ
.
く
片
附
け
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
植
民
地
の
各
地
に
、

. 

r
——

の
ト
バ
ル
•
.
力
ィ
ン」

と
呼
ぱ
れ
た
有
能
勤
勉
な
銀
冶
屋 

を
見
出
す
事
が
出
來
る
み
。
，以
卞
に
、
彼
等
が
ど
ん
な
役
昏
を
該 

村
落
に
於
て
演
じ
て
ゐ
た
か
を
、
も
つ
.

と
詳
し
く
知
る
爲
に
、
例 

を
十
'七
世
紀
の
ヴ
ァ
ジ
一
一
ア
に
と
れ
ぱ
フ
そ
の
姿
は
略
ス
次
の
如

、

.

V

 

I 

(

四
四

！
)

.

：
'

,

ア
メ
リ
カ
度
ま
☆
木
の
形
成

で
あ
っ
た

.

敬冶
；：

仏

は

、
多
分
そ
の一

紋
的
性
格
.
を
も
っ
凡
て
の
職
.

0

の
中
で
般
も
報
訓
の
少
，

S

も
の
で
あ
っ
た
。
.

.

.

.鐵
も
亦
そ
の

常
時
は
商
な
金
恩
で
他
、

r

股

に
は
冶
屋
の
.

店
で
は
、
.極
く 

少
し
-

^

か
：：̂
出
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。(

卽
ち
、
.鐵
の
生
產
自
體 

が
截
少
な
か
っ
た
か
、
そ
の
社
會
に
鎭
が
少
な
か
っ
た
時
に
は
、
 

跟
め
屋
の
仕
事
も
亦
少
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
濃
業
の
傍
ら
仕

場
を
も
っ
て
ゐ
て
、
仕
事
の
あ
る
時
に
す
る
と
い
ふ
事
が
行
は 

れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
と
の
事
は
、
銀
冶
屋
に
限
ら
す
、
 

職

人
に！

般
的
な
現
象
で
あ
っ
たS

。
)

 

.

.

敢
冶
凝
は
時
に
は
銀
匠
の
機
能
も
跟
し
た
。
又
時
に
は
錢
身
や 

錢
機
が
砂
拟
し
た
鎮
砲
の
修
理
を
し
た
り
、
劍
の
燒
を
入
れ
直
し 

た
。
T

:

ハ
九一

年
、
，こ
の
職
人
が
、
報
酬
は
煙
草
，で
な
け
れ
ば
受 

取
ら
ぬ
と
云
っ
で
、
兵
廣
d

の
小
鋭
の
修
綺
を
斷
っ
た
と
い
，ふ
不
平 

が
民
英
の
指
扼
货
か
ら
趟

.

會
に
出
さ
れ
た
。
又
®
冶
屋
が
法 

外
の
支
拂
を
要
ま
す
.义
の
で
、
彼
ら
の
利
益
を
紘
制
す
る
必
要
が 

あ
る
と
時
ヵ
ポ
へ
ら
れ
た
。
驚
際
、
銀
冶
屋
が
、..支
拂
の
媒
介
物 

た
る
煙
草
の
惯
格

6

變
動
を
慮
.

0

て
、
自
己
を
守
る
爲
に
報

1
1

を
' 

大
に
す
る
は
お
り
得
る
事
な
の
で
あ
る
。

.

今
一
っi

i
i
：

な
現
象
と
し
て
、
こ
の
時
代
の
地
方
の
記
織
は
、
.，
 

こ
の
職
讓
の
人
力
か
、
小
土
地
を
猶
得
出
來
た
と
ふ
事
を
示
し

.

.

.

.

七
ニ 

S

H

I

5
 

.

て
ゐ
る

S
。

.

こ
の
樣
に
し
て
、
植
民
地
時
代
朝
期
の
銀
冶
崖
は
仕
事
が
少
な 

か
っ
た
逮
ス
，
仕
事
は
家
庭
用
具
の
翦
作
や
農
鍵
具
の
修
理
等
の
外 

に
.
鋭
器
の
修
譜
等
も
行
っ
た
霞
、
報
酬
ほ
高
ぐ
從
っ
て
フ
ロ
ン
チ 

ィ

ァ
で
最
初
に
富
裕
に
な
る
.

の
は
職
人
で
あ
っ
た
事S

、
彼
ら
が 

大
小
の
她
主
化
し
た
事
を
指
摘
し
た
わ
け
で
あ
る
。

：

.

然
ら
ば
、
か

-
^
る
銀
冶
屋
の
店
の
內
部
は
ど
ぅ
で
あ
っ
た
ら
ぅ 

か
。.
次
に
、
ラ
ル
フ
•
ク
ォ
ー
メ
リ
ー
と
い
ふ
人
の
所
有
す
る
®

 

冶
屋
の
'
店

の

j

っ
に
っ
.

5

て
、
そ
の
內
容
を
列
舉
し
て
，み
る
と
、
 

左
の
通
り
•

で
あ
る
！
：。

卽

ち

屑

鐵一
、
0
0
0

ポ
ン
ド
、
' 

髓

一 

對
、
鐵

床

r

流
淳
止一

，
大
萬
ヵ

一

、
乎
氣
ヵ
四
、
螺

板

、
 

雌
螺
型
、
鎭
、
.

鐵
糖
、
0

0

と
れ
で
あ
る
。

.

以
上
に
ょ
っ
て
、
仕
事
場
，の
內
容
が
略
？
制
明
し
た
。
更
に
今 

一
っ
重
舉
な
事
は
、

銀
冶
屋
の
與
用
し
た
鐵
の
入
♦
經
路
で
あ 

る
。.
鐵
の
産
地
は

1

應
問
題
は
な
レ
と
し
て
ふ
、
然
ら
ざ
る
場
合 

に
は
、

鐵
は
原
鐵
の
形
で
、

鐵

商

人

i
r
o
n
-
m
e
r
c
b
a
n
t
,

 

i
r
§
-

 

t
r
a
d
e
r

の
手
に
ょ
っ
て
、

彼
ら
の
仕
事
場
迄
齋
ら
さ
れ
た§̂

。 

尙
念
の
.
爲

I

言
す
れ
ば
、
銀
冶
屋
は
決
し
て
フ
ロ
ン
チ
ィ
ア
や
農 

村
に
の
み
を
在
し
た
の
で
に
な
く

、k

に
も
匆i

i

あ

っ

た

の

'で

あ
 

る
。
.
.
併
し
、
.

町
.

の
銀
冶
屋
も
、
.結

局

ぱ

前

は

r

村
の
銀
冶
屋」

 

(
c
o
u
n
t
r
y

 

M
a
c
k
s
m
i
t
h
)

で
あ

.

た
場
合
が
多， S

の
で
あ
る
。



以
上
に
於
て
、
栽
々
は
獨
立
自
營
農
民
を
ま
體
と
ず
る
.社
會
に 

於
け
る

T

農
村
小

H

葉」

の
性

格

を

も

つ

銀

冶

屋

に

つ

.い
て
者
察

し

て
來

だ

。
.
 

.

.

.

.て

'

V. 

J. 

.

Peek, A

 N
e

ぶ
.Guide 

for 

temi

巧ants 

to 

the

.

.West, Boston, 

1S37, p
p
.
119

〜
121.

.本
は
多
く
の
史
热
に 

引
ル
さ
れ
て
ゐ
る
。
西
部
移
：

^
紫S

截
で
あ
る
か
ら
、
西
部
を
美
化 

し
て
ゐ
る
ポ
は

(
：；£然
か
像

5
来̂
る
が
、
こ
の
事
は
？
面
の
題
.に
大 

,

し
て
湖
係
は
な
い
。
 

.

，.
.

ガ 

B
o
s
l
‘t &

 Thomspson, Readings in E
co
n
o
m
i
c History 

-of the United States, 

p. 2
6
8
,

之
は

1 

o
七
ギ
南
ヵ
 5̂ 
ラ 

ィ
ナ
州
バ
ッ
ク
郡
の
樣
子
で
あ
る
。

0 

wogart, 

op. 

cit., p
p
.
108

〜
1
0
9
.

邦
課
七
し

-ハ
I
七

f
M
。
^

...
 Un

w
i
n
,

 

Industrial 

organization 
ir;̂ 

the 

Six1:eenth 

and Seventeenth Centuries,. Introdactin 
參
照
。

.3? 

W
eeden, op. 

cit., volII, pp. 806
〜
7,'

か
、
る
毅

5

め
嵐
の 

例
は
、

T
h
o
m
a
s

 B. 

ffiazard,

ホ

く

は

.
、

Joseph J
e
n
k
s
.

等
。

⑤ 

Bruce, Op. cit., v
oL 

H
.

 pp. 

4:18-->;420.(

次
の
評

3
、

.

s

は
グ
ル
ー
ス
の
ウ
け
た
；

^
で
は
な
く
银
者
の

.も
の
で
あ
る
。

〕

§

 

' Weeden,, Op. cit,

づ
O
L II. pp. S77

〜

9
s 
の
物
價
表

(
j 

六
ニ

1
0
1
!七
A
九たル

；}.

參
照
。
こ
の
揚
合
他
の
物
旧
と
比
較
さ
れ 

た
ぃ

0 

.

S

 

Bruce, op. cit., p. 4
0
0
.

以
下

。

.

. 

-
i 

i
 

叫
十
二
を
七
•
八
號

プ
ル
ー
.ス
は
次
の
樣
な
例
を
あ
げ
て
ゐ
る
ハ

—

そ;

:
■1
-
-
J 

- 

i
y
l
y
v
v
f'

ぺ

4

f

s

 

.

.

;

..f̂

 

ご*

 

ト"V

.

ア
メ
リ
ヵ
後
紫
資
本
の
形
成

-
^

前
遂
せ
る
钱
エ
；；|
の
項
の

^
明̂
參
照
。
物
に
錢
エ
揚
ふ
毅
ホ

22|:と 

.

の
湖
係
に
注
想
さ
れ
た
い

0 (

前
川
六
八
、
六
九
页
參
照

〕

そ
こ
に
；？

.

,
'川
し
た

S
w
a
n
k
,

 C
a
H
m
d
e
r

等
の
該
倘
所
參

i

‘ぶ
 

:
% 

r

村

の

锻

に

な

る

扼

路

は

、
移
ほ
鐵

H

業
求
の
揚
舍
、
親 

.

な
ど
の
仆
辦
揚
を
受
お
い
だ
合
.、
仏
事
を
錢

H

揚
乃
至
齋
治
屈
等 

で
か
び

/(

西
部
へ
行
っ
て

)
S

分
の
店
を
傲
く
揚
合
。
ゆ

ir

か
片
ず 

.

g

に
ね
め
た
お
合
等
が
：：

も̂
多
い

。

.

.

. 

' 

..

.

お
後
に
、
家
内

H

あ
的
に
行
は
れ
た
鐵
工
業——

釘
製
踏
に
っ 

い
て
述
べ
る
べ
き
段
階
に
到
達
し
た
。
申
す
迄
も
な
く
、
植
民
地 

時
代
初
期
に
は
、
釘
に
限
ら
す
、
鐵
そ
の
も
の
，が
無
か
っ
た
。
植 

民
激
達
の
携
行
す
べ
き
品
目
の
中
に
、
織
、
鋼
及
び
多
數
の
釘
が
. 

取
げ
ら
れ
て
ゐ
る

3
。

植
照
地
時
代
の
永
い
間
、
鐵
製
品
が
極
め 

て
商
惯
だ
.

っ
た
の
で
、
植
民
紫
達
は
ホ
ン
の
必
要
貴
し
か
釘
を
買 

へ
な
か
っ
た
。
と
い
ふ
わ
け
で
、
ル
セ
，地
所
有
者
は
、
ョ
リ
肥
沃
な 

.

土
地
をH

E

指
し
て
移
住
す
る
時
に
は
、
自
分
の
小
屋
を
撒
棄
す
る 

時
之
を
燒
い
て
、
厚
板
を
と
め
て
あ
つ
た
釘
を
獲
得
す
る
と
い
ふ 

，督
愤
が
あ
っ
た
。

こ.の
督
惯
が
非
常
に一

般
化
し
て
來
た
の
で
、

M

ハ
W

四
I

五
年
に
、
か

、
る
家
を
燒
く
樣
な
動
機
を
な
く
す
爲
、
 

に
、
そ
の
凌
に
使
っ
て
あ
っ
た
と
同
量
の
釘
を
、
公
費
で
支
給
す 

る
と
い
ふ
事
が
法
律
で
規

{

や
さ
れ
たS

。

斯
の
如
く
、
釘
は
極
め 

て
乏
じ
て

ゐ

て

、
初
期
に
は
驗
入
さ
れ
て
ゐ
た
が
、，.
漸
次
植
民

.
ラ
ッ
パ

*
;ン
ノ
ッ
ク
郡
に
锻
治
度
が

"
廣
い
土
地
の

t

び
入
求
と
し

C 

.'現
れ
た
例
が
あ
る
し
、
又
、

濃

.圓
の

1

部
を
煙
苹

S

千
ポ
ン
ド 

で
、
そ
の

.後
に
次
の
郁
分
を
ニ
千
ポ
ン
ド
で

f
M挑
っ
た
例
が
あ
る
。

ル
土
地
所
有
者
で
あ
る
ヨ

T

ク
の
银
治
屋
の
巾
に
は
、
ォ

1
H
ン
，
 

デ
ゲ
ィ
；
、
ジ
ュ
イ
ム
ズ

•

ダ

I
ビ

I
'シ
キ
ア
、
'及

-i

ソ
ィ
リ
ア
ム

•

■
ラ
イ
が
お

.る
。.

1

六
ル
四
ギ
ロ
 
一
ヮ
ー

• 
ノ 

.
1フ
ォ

J
ク
郎
の
ク 

ォ
ー
タ
一

.
ビ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
七

0

エ
.，
力

I
.の
廣
い
土
地
を
贺
ウ 

,

た
。
ア
イ
ザ
ッ
ク

,
ゴ，
1
デ
ィ
ン
グ
は

1

六
七
セ
ギ
に
ミ
ド
ル
セ
ッ 

:ク
ス
に
！五

0 H

1力
--

の
農

.
圓
を
買
つ
た
。
ダ
！一
 

H

ル
•
ス 

1

ア
ー
ハ
1

は
ラ

'ン
カ
ス
タ
ー
に

1

五0

エ
I

力
ー
、
ジ
.ヨ
セ
フ
•
チ 

.
パ
ー
は
ニ
六

0
H
1力
ー
の
大
地
を
も
っ
て
ゐ
た

0
1
六
五
ニ

1ザ
ジ 

,

ヨ
ン

.
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は

/
"
-サ
ム
，フトン
都
に
ニ

 
0

0

H

,

力
I

 

を
渡
得
し
た
。
チ
ャ
ル
ス

.
パ
-
:
力

I
は
狱I

履
赏
裕
だ
っ
た
。
彼 

.が
死
ん
だ
時
、

t

お
千
の

"旧大
な
土
地
の
み
な
ら
ず
、
ル
を
も
近 

言
で
？5

つ
た
。

(Bruco, 

o
p
. cit., v

o
l
.
I
I
.

ね19
〜
20

リ

 

の 

T
earon, 

H. 

R
,

 

sketches 
0 ̂America, 

a 

Narrative 

of a Journev of s
v
e

 Thousand Miles through the Ea. 

.stern and W
e
s
t
o
r
n

 wtates (London, 1819〕. 

p. 

0
. 

O
M 

.

明
三
敎
校
著

'
 r

獨
立-SI

资
農
段
の
政

☆
政」

一

w
o
i
s:ょ
り
引 

川
。
本
带
；I

の
秀
れ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
社
贷
の
分
析
に
は
、
舉
ぶ
所
多 

大
で
あ
っ
た
。
記
し
て
特
に
感
謝
し
た
い

0
.
. 
‘

 ̂

B
s
c
e
,

 op. 

cit, vol 

II. 

p. 418, 

note, 2
.

.

、

七
二1 

s
.四111)

.
 

,
 

'

七

四

(

四S

四)

地
で
も
作
る
樣
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
量
の
釘
が
截
斷
|̂
,歇 

.

で
製
造
さ
れ
た
事
‘
は
勿
論
で
あ
を
が
、
と
の
他
方
農
家
に
於
て
も 

廣
讽
に
作
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
るg

。

こ
\
で
は
工
場
生
産
の
方 

は
問
題
の
外
に
お
き
、
各
家
庭
内
で
行
は
れ
，た

釘
！
：

逸

に

っ

き1

. 

>

ロ
し
や
ぅ
。
釘
及
び
鎮
の
製
造
は
、

i
!

ュ
I

.
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の 

農
民
に
相

k

の
牧
入
を
！
！
し
た
內
工
業
ヤ
あ
っ
た

3
。

農
家
で 

は
、
煙
突
の
隅
に
小
さ
な
爐
ネ
を
設
け
て
、
冬

享

(

一
一
ュ
，

.
ィ
ン 

グ
ラ
ン
ド
は
冬
率

M

候
酷
烈
で
’

戸
外C

力
働
に
適
し
な
い〕

の
!

^

間
、
 

大
量
の
釘
、

鎮
を
製
造
し
た
。

と
の
仕
事
は
、

の
外
に
少
ハ
す 

で
も
出
來
だ
。
鐵
床
と
ハ
ン
マ
.

-

-
さ
へ
.

あ
れ
ば
、
男
一
人
で
'

j 

に
鎮
が
ニ
、.

0
0
0

本
作
れ
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
か
、 

る
農
家
の
釘
製
造
に
用
ふ
る
細
い
棒
狀
の
鐵

i
i
.、

近
所
の
截i

：

エ 

場
^

—

そ
こ
で
は
、
持
主
が
勞
働
者
に
贊
銀
.
を
拂
ひ
、
生
産
物
を 

市
場
に
出
す
爲
の
生
產
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。——

か
.ら
供
絵
さ
れ 

て
ゐ
た
の
で
あ
る

S
,。

こ
の
場
合
、
農
民
は
棒
狀l

i

を
商
人
の
乎 

か
ら
受
け
、

釘
に
し
て
再
び
商
人
の
手
に
歸
わ
、:

報
酬
を
賞
っ
，
 

た
。

こ
の
.

樣
な
容
易
な

r

バ

ク
.

.

I

制」

.

で
作
ら
’
れ
た
館
嚴
、
そ 

の
製
造
は
蘇
く
ベ
S

に
達
し
たS

。
.

こ〜

.に
我
々
は
商
業
資
本 

に
支
配
さ
れ
て
ゐ
た
前
貸
制
家
內
工
業
を
見
出
す
の
、で
あ
る
が
、

. 

前
記
の
截
斷

H

場
ま
で
も
、
：
断
人
が
經
營
し
ぷ
も
.の
で
あ
る
の 

か
、
.

然
ら
す
し
て
、
商
人
は
工
場
と
農
民
の
®
に
介
在
し
て
前

I
)



ks,il 

I
J
i 

T
- 

*

す
る
の
で
あ
る
の
か
、
こ
め
默
は
明
に
し
得
な
い
。
併
し
、
と
に 

か
く
か
X

る
方
法
は
、

一
七
九
0

ギ
バ
ー
ギ
ン
ズ
の.
針
裁
斷
機
の
. 

發
明
に
よ
っ
‘

て
、
家
巧

H

業
的
な
釘
製
造
の
み
な
ら
す
>
 

捧
狀
鐵 

を
供
給
し
て
ゐ
た
截
斷
工
場
も
亦
急
速
に
沒
落
し
て
行
っ
た
の
で 

あ
るS

。
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W
O
Ĵ
a
r
t
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 Ttlom;pwon, 
o

p

.
 c

i
t
,
,

 

p
.

 

2
.

5
?
;

 

B
r
u
c
?
e
,

 

O
p
.

 
c
i
t
.
,

 

v
o
l
.
I
I
.

 

p
p
.

 

K
6
〜
1
4
:
7
.

. 

' 

' 

' 

.
g

 

g

ち
、
小
さV

J
針
は
彼
ら
が
：

s

激
な
ホ
化
事
で
や
る
よ
る
よ
リ
淑 

.

债
に
^

^

入
さ
れ
た
が
、
数
過
の
お
や
大
叙
は
锻
冶
屋
の
数
通
や
ら
な 

い
化
ポ
だ
っ
た
。(

w
e
e
d
e
n
,

 
o
p
,

 

c
i
t
.
,

づ0
1

.

I
I
.

 

p
,

 

6
8
3
)

-
w Weeden, 

o
p
, cit.,.

づ01.II. p. 856
。 

g

 
, C

o
m
a
n
,

 op. 

cit., p. 

71/ ,

S
w
a
n
k
,

 

op. 

cit, p. 

133., 

w
e
e
d
e
l
v
p
.

 

683, 793- 

V 

S
w
a
n
k
,

 

o
p
. cit., 

p,:133. 

....一

車
、，鋭
前
、
ポ
ン
プ
、
レ
ー
ル
、

-
.車E

等
み
多
種
多
様
で
あ
る
。 

之
等
の
中
、
初
期
に
遣
ら
れ
て
，ゐ
た
の
'

は
、
前
半
の
諧
.製
品
で
あ 

る

。
. 

■

五

■
 

,

以
上
に
於
て
論
じ
て
來
を
事
は
、
以
下
に
於
て
問
屈
に
せ
ん
と 

する主題

一

ァ̂
メ
リ
力
產
業
資
本
の
系
譜
的
研
究
の
伏
線

の形態以
上
に
於
て
、
私
は
鐵
工
業
の
經
營
形
態
を
代
表
し
て
、.
三
っ 

-

鐵
工
場
、
⑩
冶
廣
、
，釘
製
造——

を
擧
げ
、
..そ
の
性 

格
の
&

紫
例
な
る
事
を
極
く
大
ザ
ッ
パ
乍
ら
も
論
じ
て
來
た
。

最
後
に
、

か
-< 

る
錢

H

業
に
ょ
っ
て
生
産
さ
れ
た
品
目
は
、
 

域
•

銅
そ
の
も
の
；̂
生
産
を
除
け
ば
、
釘
、
ガ
⑩
、
鋭
砲
、
斧
及 

，び
銀
、
霞
機
具
、
機

械,
近
與
額
、
針
4

、
時
計
、
パ
イ
プ
、
ミ 

シ
ン
、

ス
ト
ー
ゲ
、，
金
ま
、

機
關
単
、

鐵
橋
、

印
刷
機
械
、.
水

た
る
べ
さ
も
，の
で.
^

る
。 

■ 

.

担
、

我
々
は
第
一
一
節
に
於
て
提
起
し
た
問
題
に
群
び
戾
り
た 

い
0

:

科
が
こ
の
主
題
の
解
決
.
の
爲
に
利
用
.

し
得
る
资
料——

其
は 

人
名I

I

典
で
あ
る
w

i

は
極
く
限
ら
れ
て
ゐ
た
。
秘
之
に
ょ 

っ
て
植
兒
地
時
代
初
期
か
ら
南
北
戰
爭
直
後
迄
の
鐵
エ
業
者
約
一 

ニ 1
0

名
の
系
譜
を
探
っ
て
姑
た
ほ
。

.

U 

Allen Johnson, (cd.〕，
Dictionary of A

m
e
r
i
c
a
n

 Biog- 

raphy (N. Y
.
1928

〜
1936) 20 vols

,

本
は

 i 
八
八
五

I 1 

九

0
0
®义
ぱ
に
於

c
刊
行
さ
れ
た

sctipnary 

of National 

Bio

巧a
p
h
^
r

に
刺
戟
さ
れ
て
、

ア
メ
リ
ヵ
服
史 

<^
、
Z1 ：

政
治
學
等
十
九
か
せ
の
揺
成
ナ
る

A
m
e
r
i
c
a
n

 Council 

.of Î
carned s

o
c
i
e
t
y

の
ホ
券
下
に
、
高
い

irii:

的
水
準
と
、

'

能
な
眼
リ
の
を
觀
的
內
容を

：：3

檔とした現代米の航典で
 

あ

る

。

總

I ；：：

用

六

冗

萬#
、
項
目
欺
一
ニ
ー
、
六
三
三
名
、
0

§
 

_

’11
、

六
セ
五

K
、-
所
要
ギ
數
九
報
、
各
界
の
著
名
人
，：̂
を
制
竊
し
て

ゐ
る
。
ぬ
 AmGricanyistorioal I々

e
v
i
i
,

づ01. 35, p. 119, 

P
v
g
4
.

所
收
の
、
本
：：$

：

の
一
部
に
閱
ナ
る
ポ
謝
參
照

。

.

g

か
、
る
系
譜
；2

研
ル
九
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
勘
し
て
は
、
お
名
な
ア
ン 

ゥ
ィ
ン
、
マ
ン
ト

I
等
の
研
究
が
あ
リ
、
ア
メ
リ
ヵ
燈

H

梁
に
っ
い

> 

て
も 

wining, A. 

O
J }?ennsylvania. Iron 

Manufactm.o 

in the 

Eig.llteenth 

ocntlury, 

(Ifarrisbur

の
,1938

〕
pp..

.
ロ82

〜
4
,

に
同
じ
研
究
が
あ
リ
、
そ
の
前
平
が

r

殺
れ
聯
盟
調
あ

.

が」

繁

H

S

に

ホ

恳

ょ

っ

て

S

さ
れ
て
■

さ

.
れ
て
み
る
め
で
あ
る
が
、

あ
は
⑧
憾
乍
ら
手
に
し
得
な
が
っ
た
。

.
(

ゆ
木
ホ
介
氏r<n

衆

朋

の

政

：̂

」

、社
會
糕
濟
史
十 

S

卷

1

徙
所
載

。) 

.

.义
、
之
と
叫
題
の
と
ら
へ
方
は

Hf ：

る
が
、
.與
ル
あ
る
研
究
が
な
-さ

れ
て
ゐ
る

。Taussig &

 Jos'iyn, A
m
e
r
i
c
a
n

 w
l
r
s
i
n
i

 Lea- 

deis, N
.

 Y, 

J932
.

ホ
ぜ
は
副
题
と
し
て

 

A

 wtudy in Social 

Origins and wocial 

Stra,tification 

と
し
て
あ
る
。
俳
し
之

.

は

攻
代
オ

.，で'ぎ
界
が
ゆ

あ
に

就

'て
の

調
を

で
あ
っ
て
、

調
對
象
約

.

1

巧
五
千
名
に
；

^
卯

^
;
!
:
:

を
送
附
し
、
解
咎
を
化
め
た
も
の
で
、
.
訓
あ 

ホ
のXi#

望
す
る
資
料

=
-

項
：：：

が

ょ

め

ら

れ

て

か

る

。；

者
の
お 

八
r
ジ

ル

ぷ

の

人

れ

て

あ
る

：：；；7

と
、
希

5ti:-T

ケ
巧
が
不
明
な
と
に
ょ
ウ 

て
、
調
水=1

が
⑩
だ

一

た
に
⑧
た
ぬ
も
の
と
な
っ

•た
。

以
下
の
表
に〔

ート 

ル」

と
あ
る
の
は
、

.か
、
る

.兆)

例
の
多
き
を
示
ナ
も
の
で
あ
る
。

説
★

お
象
を
、
.
製
織
業
激
と
其
他
の
鐵

H

ま
者
に
二
分
し
、
失 

>

を
、S

.
J

七
五0

ザ

(

鐵
條i

)

迄
、§

：
1
.

七

五

1

A

1.

五

ギ

(

ナ
ポ
レ
オ
ン
戰
爭
終
了

)

迄
、g

：

一、八
一
五
I 

一
 

A

冗
七 

(

恐
慌
に
ょ
る
商
業
資
本
沒
落)

迄
、J

D
一
 

八
五
七
I

南
北
戰
ホ 

.

直

後

這

(

産
業
資
本
確
立)

に
分
け
だ
仏
。
.

-
W
時
代
別
に
す
る
標
準
は
、

^
=已
の
エ

5
1
|
設
立
の
い
ル
を
以
て
し
、
.ホ 

、

ポ
寸
と
し
て
他
人
の

h-

場
に
入
っ
た
ギ
で
は
な
い
。
猶
立

’の
^
己̂
の

.

作
業
揚
設
立
の

31-

代
で
あ
る
。

.

‘

- 

.

〔

捕
說

〕 

.

以
下
の
諸
表
は
、
煤
雜
な
感
を
抱
か
せ
る
迄
に
個
別
性
を
そ
のS

!

.

殘
し
て
あ
る
。
之
は
研
究
の
性
質
上
粒
り
に

i
E
f

に
分
類
し
て
了
ふ 

^
は
系
譜
の
多
樣
性
を
蔽
つ
て
無
意
味
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
言 

し
て 

r
# 
く
。

.

.

: 

、

H

尙
以
下
の
分
類
は
、

整
理
の
都
合
上
、

'或
程
度
横
に
分
類
し
た
，
 

が
、
偶
人
の
縦
の
磐
り
こ
そ
重
耍
で
わ
り
.、
そ
の
愛
化
は
無
限
に
肋
ハ 

味
あ
ス
が
、

こ
、
で
は
餘
り
に
個

.別
的
に
わ
た
る
の
で
、
止
む
を 

ず
、
か

\ 

橫
の
.分
類
法
を
探
ら
ざ
る
を
？お
な
か
つ
た
。
.

％

し
、
.，ハ
义
.

:—
X
-

人
の
系
譜
こ
.
そ
、
‘
と
の
研
究
の
基
礎
と
な
つ
た
も
の
で
あ 

る
。

m

 

s

m
 

/

 

十
！
i

 

'

W
.
,

一
 
七W

0

年
迄

.

.
ニ
名

‘

〔

第

1
表
參
照〕

.

.

.
S

移
：^il

H

業
あ
と
は
、
ア
メ
サ
ヵ
に
秒
俾
す
る
以
前
に

|
:
3
に
|
^ ̂

H

梁
に
從
事
レ

.て
ゐ
た
弟
で

.、
外i

生
れ
ぐ
移
し
た
後
錢
工
を 

.
に
始
め
て
絶
事
し
た
者
は
の
巧
の
巾
に
入
れ
ず
、

r
mエ
紫
あ

」



化 A イ ン グ ラ ン ド

B アイル ラ ン ド

マ サ チ ュ 七 ッ ツ

七

A.
號

ン

ー

イ

H

ニ 

n 

j

ゲースラース

シノレ 

ニ ァ

ッ 卜

' r

ス

ゲ

シ -ノレ 

ニ ア

ア イ ル ラ ン ド

3

衷

W

A

B

C

ジヤ

ジ

イ，ン グ ラ ン ド

ゲ
シノレ

ニ ア

5ト

ェ巧;所:

•yァ ジ ニ，ア
Jぃ- 族

ゲ

シ ，ノレ 

ニ ア

グッドスァミ

，リ^  G いぜそ階

>}>：人の['j む 1.7:

fi- m  エ m  あ 
  .__(1)_

⑩ ェ 衆 者

マ サ チ ユ.L: ツツ

*TW»rfci.*>w»-a m-

m ェ 梁 お r ;；T 7
ペ ン シ ル

ゲ ェ ~ ァ
ゥ ィ ッ グ 飢 殺 工 数 あ

ニ ェ  — •
ヨ ー ク 小 m a *.' K

ニ ユ •一  • ジヤ 
„  、 ン  一

不 明 熬 約 奉 公 人

ニ ュ ー •ジ'ヤ

-一. ジ 一

ツ イ ラ デ ル フ

ィ ア 商 . 人
土 地 投 淡 難 者 -

招 カ ロ ラ イ ナ
(先 祖 は 英 家  

系 ）
m  K

オ ノ 、 イ オ
ク ロ ム ェ ル 取

雑 役 数 個 あ (5)

ア ラ ノ ぐ マ 製 鎮 業 卷 銀 X 舉 ，者

ペ ン シ ク レ  

ゲ ェ ニ ’ァ
を水 4£ 

大 ェ （4》
鐵 u:業 者 '

ミ ネ ソ . タ jぼ :11数 造 卷 Si-送 業!5タ⑩あ(6)

m  5

マ

サ
ィ ス

n
チ

グ
ゾ
k

セ ラ

ジ ン ン

r F

不

明

第 6

前

义の職

mm
エ者

移エ 
住m 
餓者

■ ■ ■ ■■■ ■ 1 ■■ 

h

鎮ざ.1> ド術’■iv‘ぱ *■— ■1 a

1 — 1

不 m 1 2 3

計
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2 3 5

Ml 化 iik

A

B

C

D

E m

F

M

iii
ね•=
fr

きを 
害!5̂

ly

:■
ぐI

\\

I
i

A アイル4
敦—

:~‘

•
.の項
に
入
れ
た

0 

Bが
そ
の
例
で

あ k
s
©

 

.
, 

.

S
：

一
 

ゼ
を
0

1

 

一
A

一
 

五
ハ
す 

迄
、

六

名

〔

范

2
表
參
照

〕

似鐵紫者

E

の
父
は
ッ
メ
ラ
デ 

.
ル
ス
ィ
ア
商
人
で
あ
リ
、
则
父
も 

、
亦
？
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
商
人
で
あ 

つ
た
。
彼
は
佛
印
顿
の
ゆ
鎮
エ 

難
を
や
め
て
了
つ
て
ゐ
る
取
.

は
：
^
 

ま
す
べ
さ
で
あ
.
る
0 

第
1

、
第
2

表
に
於
て
、
移
民 

の
多
.

い
事
、
及
び
數
的
に
は
僅
か 

.

で
は
あ
る
が
、
早

く

も

(

•

鐵

H

衆 

者
、
農
民〕

對

(

前
期
的
商
人
、
 

投
機
ま
者〕

の
對
照
が
現
れ
て
來 

て
’

ゐ
る
0

、

..

H

一
 

<

ー
 

五
I

T

八
五
七
年 

.
ニ j

名

〔

あ
.

C
0

表
參g

i〕

 

• 

③

ク
ロ
ムH

デ
卓
の
士
せ
は
、
あ 

の
秀
れ
たH

ト
ス
の
は
，

H"!

で
あ
る 

满
敎
徙
で
あ
リ
、
ョ
j

マ
ン
リ
！

に
購
し
た
事
を
想
起
す
べ
さ
で
あ 

七

七

(

四g
：

七〕

.
-

こ
-< 

で
は
、
我
々
は
鐵
工
業
.
者
.の
外
に
は
何
者
を
も
見
出
さ 

.

な

い

と
.
、
彼
ら
の
中
二
一
名
は
淸
敎
徒
で
あ
つ
た
；

5
$

を
指
摘
.す 

れ
ぱ
足
り
る
。

.

-
S 

i

七
五
，

0
ト

'-1

八

一

五
年
：

一
四
を

.

，

'

.

セ

八

.
(

四
四八

：}

具
、
双
物
、
お
、
武
器

(

魏-
i
T

刀
敛
、
彈
丸
類y

ミ
シ
ン
、

及 

斧
、
ポ
ン
プ
、

^

針
金
、
家

i

n

器
、
ポ
輔
其
他
の
製
態
恭
ま
を
お
す 

も
の
で
あ
る
。
仰
、
雨
北
戰
爭
以
後
の
襟
な
、
分
榮
の
高
度
化
す
る
以

前
に
はi

N
i

等
の
制
M

榮
も
製
鐵
}

殺
を
-
:

H
I

ら
行
つ
た
-
-
--

こ
の
事
は
時

代
を
翦
る
粒
顯
著
で
あ
る
-—

を
附
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
ら 

-
S

 

J

七
五0

年

迄

五

名

〔
4
=
1
5

表
、
お
6

ま
參
照〕
.

/

,
 

ノ 
Yレ

、ご
？

ァ
メ
ジ
カ

^
を̂
1̂
本
の
形
成

.

ひ

ね
&

サ
膝
人
の
あ
り
方
を
ょ
く
物
語
る

1
.

例
で
あ
，る
。

S

鎮H

業
あ
と
し
て
脚
-

V

ナ
る
侧
に
は
鐵H

場
勞
働
卷
を
鶴
て
ゐ 

る

0 

-

.

こ
の
時
代
に
於
て
も
、

鐵
工
業
激
、

半
農
半

H

の

小
生
産 

激
、®

人
：：^

が
我
々
の
眼
を
憩
く
の
み
で
あ
る

.
。

‘

^

一 

八
五
七
雨
北
戰
爭
直
後
一
名

〔

第
4

-5;;̂

參
照〕

•
. W

パ
ノ
時
代
に
ル
報
配
逵
人
、
獨
立
前
は
錢H

梁
勞
働
あ
も
經
て

ふ
る
。 

.
.

.

I 
-

以
上
の
詠
に
於
て
、紹
諭
を
下
す
事
は
無
暴
で

あ
る
が
、
こ

の
中
に
注
目
す
べ
さ
例
は
槪
ね
現
れ
て
來
て
ゐ
る

。
卽
ち
、
‘外

國
出
生
ホ
の
移
民

で
れ

る
場
合
が
多
く
、

而
も
彼
等
の
中

「

西

き

に

入
ウ

て

ゐ

る

者

が

營

に

始

め

て

現

れ
}

^

摩
は
、

漸

運
動
と
.

思
ひ
合
す
べ
き
で
ぁ
る
。
.

又
彼
等
の
父
及
彼
等
自
身
は
、

.

多
く
鐵
エ
業
者
、
農
民
、
職
人
乃
至
勞
働
者
の
出
务
で
あ
ゎ
、
诉

購

a

前
期
的
資
本」

の
能
®

的I
?

化

の

さ

少

，い
Q

併
し
、
かV

.

る
考
察
は
、
骄
$

は
.な
く
て
、
以
下
の
ョ
.
リ
多
數
の
調
査
の
、

5.;̂

ミ

S
表」

§
べ
き
®

を
も
つ
と
考
へ
る
べ
き
で
ぁ 

ら
う

0 
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' 

.

-

n
n

鐵

H

業

港
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U
0

名

忿
の
爲
一
言
す
れ
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と
A

に

「
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工
業
者j
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ふ
の

は
、

農

機
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ユ
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ニ
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ベ
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シ
ル
ダ
ュ
ニ
ア

右
のS

；

に
つ
い
て
云
ふ
な
ら
ぱ
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.
工
場
所
在
地
は
ボ
部
諸
州
の
み
で
、
西
都
に
は
な

5
。

‘ 

S

顯
著
な
交
流
は
見
ら
れ
す
、
出
生
地
と
工
‘揚
所
在
地
と 

は
多
く
一
 

致
し
て
ゐ
る
。

..
 

'

S

移
位
者
も
^
5
^部
に
居
り
、
西
部
に
入
つ
て
ゐ
な

5

。'

十
二
卷
七
•八號

I
i

I
I
i
I-

i
l
i
i
l

；i.，

ア
メ
リ
カ
逆
第
を
本
の
形
成

 

.

ホ
に
し
て
ほ
人
だ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
力
前
者
と
す
れ
ば
、

-

ぬ
別
：2

な
も
の
と
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

g

か

.
^
^
^
;

の
職
衆
の

§!係
は

"
前
^̂
の
ス
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
商
人 

と
土
地
投
從
梁
ホ
の
織
傭
を
思
ひ
起
さ
せ
る

。

.

お
の一 ::^

に1
1

し

S

一
あ
に
對
し
、
明
白
に
前
期
的
な
：
^

はl
a

印
度
商
人
一
名 

で
あ
る
。
職
業
不
明
の
移

5
^

は
多
く
農
-民
及
職
人
で
あ
っ 

た
；；： I

借
も
併
せ
お
ふ
べ
き
で
あ
；ら
ぅ
。

，
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S

 

f
H

U
I

身
のI

g
H

業
に
從
事
す
る
以
前
の
職
蒸
は
、

大
，
 

部
分
鐵
工
業
ぜ
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農

o
r

自
由
業
に
嵐
し
、
所
謂

r

前
期

•

 

メ
デ
ィ
オ
ク
リ
チ
ィ

f

父
の
職
紫
に
就
い
て
は
、
卞
產
階
級
と
思
は
れ
る
'者
十

的
資
本
家」

'

で
ば
な
い
の
で
あ
る

。
.

g

父
チ
の
職
業
の
相)ス
d

イ

m

は
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鐵
ェ
紫
者
に
顧
著

で
お
る
。
こ
の
職
ま
が
比
較
的
る
資
本
を
要
す
る
事 

も
、
そ
の
理

-
H

で
あ
る
。

.

.
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名
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〔
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ニ
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譲
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工
場
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多
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鐵
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生
産
と
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八0
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(

叫
五0

〕 

一
致
し
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ゐ
る
。

一
A

六0
年
ぺ
ン
-

シ
ル
ヴ
1

一
一
ア
で
は 

全
ア
メ

リ

ヵ
鐵
エ
場
の
約
半
數
が
あ
っ
.た
と
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れ
て
ゐ
る 

.

が
、
本

表

に

於

て

か
\

る
戲
字
出
な
か
っ
た
。
か
\

.

S

多
數
の
工
場
主
の
全
部
が
後
日
大
を
な
し
た
と
は
限
ら 

ぬ
し
、
著
名
な
オ
以
外
は
人
名
路
典

—

組
何
に
浩
前
な 

り
と
は
云
へ

一

^

に
は
載
ら
ぬ
か
ら
で
あ
ら
ぅ
。

加

出

生

地

と

H

場
所
往
地
が
ー
鼓
し
て
ゐ
る
の
は
當
然
の 

で
あ
る
。
又
、
^
2
^部
諸
州
で
は
相
す
：間
の
交
流
が
行
は 

れ
、
西
部
で
は
束
部
か
ら
の
移
住
者
が
多
い
。
五
大
湖
周 

.

邊
の
諸
州
の
少
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S

の
は
年
代
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又
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数
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、
あ
の
錢
商 

人

の

例

，
た
あ
る
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(

前
節
に
說
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せ
る
個
所
を
參
照
。

)

但
し
、
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後
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の
商
業
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韓
じ
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.もg,

と
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樣
前
節
參
照
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錢
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揚
の
翦
品
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の
手
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ら 
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っ
て
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I
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数
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で
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っ
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。
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に
商
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資
本
の
あ
リ
方
で
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た
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：；；
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’潤
そ
の
も
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近
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。
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父
の
軟
業
は
、
農
村
や
町
の
小
生
産
者
、
農
民
、
自
由

.

'

業
等
の
中
産
階
級
に
一
倒
的

♦

數
が
恩
し
、
少
く
と
も
五 

,

i

一
例
を
數
ふ
る
に
對
し
、
商
人
厥
に
恩
す
る
者

i
i

四
例
に 

す
ざ
な
い
。 

,

S

本
人
前
服
で
、
明

^
1
1に
前
期
的
性
格
を
も
つ
'た
者
は
ゆ 

 ̂

‘
I

g

の
三
例
で
ぁ
り
、
其
他
の
六
例
を
.前
期
的
と
す
る 

.

の
は
、
疑
問
で
ぁ
る
。
之
等
が
全
部
然
り
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し
て
も
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，六 

\ 

.
 

ニ
對
九
で
、
約

‘一
割
五
分
に
當
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過
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右
表
に

1
1

し
、

.

.

.

.
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依
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.
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れ
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。 

‘
‘ 

\

 

-
 

.
 

■

,
 

S

见
部
諾
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內
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'
の
交
流
ぱ
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諸
州
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其 

は
、
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淑
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れ
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移
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し
た
も
の
で
、
.多
く
隣
接 

州
か
ら
來
て
ゐ
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チ
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。
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表
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就
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中
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對
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は
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'

三
對
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で
あ
る
。

こ
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商
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前
期
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す
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、
多 

:
:
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ぅ
。
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本
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前
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.
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の

&
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三
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て
、
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中
産
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g
i
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あ
る
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荒
物
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節 

ケ
ン
ク
ッ
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商
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の
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き
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の
で
あ
る
か
、
か
X
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:

人
か
ら
商
品
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受
サ
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、
.

服
賣
し
て
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ぅ
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拔
、
以
上
に
於
て
、
多
數
の
表
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考
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た
か
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忍
ん
で
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製
鐵
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及
鐵

H
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。
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ニ
；
SI

誌

I

十

二

卷

を

A

號 

.い 

八

七

、
is

t
1

ア
メ
リ
カ
ホ
救
-
め
木
の
形
成

.

六 

.

以
上
の
紹
ル
を
約
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
時
代
初
期
か 

らS

北g
&

直

後

ざ

の

製

鐵

業

者

及

鐵

工

業

者

の
.

川
生
地
、1

-
i

場
所
在
地
共
に
、
北
部
及
中
部
に
多
く
、
‘
時 

代
の
降
る
に
っ
れ
て

W

部
に
も
見
ぅ
.

け
ら
れ
て
來
る
。
雨
者
の 

交
流
關
係
は
、
ボ
银
謝
州
和
冗
間
及
びi

s

漸g
i

動
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。 

,
.

(

B

〕

父
の
驗
業
；^

、
鐵

者

、
.

農
民
、
職
人
及
製
造
業
者
、

‘ 

そ
し
て
，

業
で
あ
り
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
.•フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の 

所i
i
r
i

ま
階

&
」

に
： ®

す
る
人
々
で
あ
る
。
前
期
的
商
人 

(

資
本
家

)

も
^

^

干
储
受
け
ら
れ
る
が
、
彼
等
は
前
者
の一

割 

に
も
ポ
た
なsfo 

(

G

n
 

S
H

業
者
自
扮
の
、

鐵

H

業
に
從
事
す
る
以
前
の
職
業 

は
、
彼g

リ
の
父
と
同
じ
く
、
鐵
エ
業
者

(

全
殺
の
.
平
数
を
占
む〕

，

.

織
人
及
業
者
、農：

2
、

及
び
ま
因
業
で
あ
っ
た
。
，と
の
場 

合
义
も
前
朋
的
性
格
を
も
っ
た
商
人
、
投
機
業
奢
等
も
見
ら
れ 

ね
事
は
な
い
が
、

.

彼
等
と
て
矢
張
中
産
階
級
のJ

割
に
も
及
び 

/

得
な
か
つ
た
，の
で
あ
る"

.
，

.

.

.

.

.

.

次
に
、

こ
の
結
論
を
バ
イ
ー
1

ン
グ
の
與
と
比
較
し
て
見
よ
ぅ
。

. 

彼
に
よ
れ
ば
、.

ぺ
ン
シ
ル
ダ

T

:l
i

ア
の
鐵

H

業
者
の
.出
身
階
級 

は
、.
お
ニ
に
少
數
の
イ
ギ
リ
ス

$
：；

族
階
級
、
第
二
にii

商
人
で
あ

八 <：
(

叫
五
八)

り
、
略
く
出
資
を
行
ふ
に
ル
ま
る
を
の
、
弟
ニ
ー
に
は
數
的
に
多
數 

に
上
を

r

下
庇
階
級」

特
に
、
淑
冶
工
、
書
記
、
淑

エ

の

職

人 

^

最
後
に
m

l

マ
ン
を
き
げ
、
其
も
多
數
を
數
ふ
る
と
し
て
ゐ 

る
U

。

之
と
掌if

ぬ
の
其
と
は
、
分
類
方
注
は
多
ル
異
る
力
、

は
大
差
な
い
と
云
力
て
ょ
.か
ら
う
。
分
類
方
法
の
差
は
、
寧
ろ
問 

题
意
識
そ
の
も
の

-

^

差
か
ら
來
る
も
の
で
あ
ら
う
。

W

 

r

社
翁
靓
请
史
摄J

十S
,

の
，I
V
 

X

O

K

0
 

>

.

扭
、
我
々
は
多
數
の
斌
雜
な
の
檢
討
を
終
へ

.

て
、
今
は
ぽ 

び
、
最
初
提
起
し
た
問
题

に
！！

ら
う
。

- 

.

ア
メ
リ
力
敦
本
主
義
の
基
幹
産
業
で
あ
る
鐵H

業
に
っ
い
て 

へば
、

：

一

.

. 

‘

,

H

:

ア
メ
リ
カ
鐵
工
業
は

r

中
産
的
生
産
激
層」

に
ょ
っ
で
f

t
 

は
れ
た
も
の
で
あ
る
，わ。

.

.

X
X

ア
メ
リ
カ
鐵
エI,

業
の
少

V
"
.

と

も

或

部

分

は

r
"
i
s

拟
的
？
•タ
 

，
本」

が
範
嘻
的
に
轉
化
义
た
も
の
で
，は
な
か
っ
た
か
。

. 

.

こ
の
間
に
對
す
る
解
答
は
、
旣
に
本
頁
上
段
に
與
へ
ら
れ
て
ゐ 

る
0 

i
f

ホ
か
照
い
た
資
料
に
卽
し
て
云
ふ
眼
り

——

こ
の
點
ぱ 

强

調

さ

れ

，ね

'はな
らぬ
アメ
リカ

.

鐵
工
業
は
、
そ
の
條
ひ 

-

乎
を
、.
決
し
•

て
流
通
行
程
か
ら
利
潤
を
抽
出
し
て
止
ま
ぬ
、
彼
の 

前
期
的
資
本
家
に
で
は
な
く
、
.

疑
ひ
も
な
く
み̂
1
^的
に
、
他
廣
な 

「

中
產
階
級」

一

^

農
村
や
都
市
•

の

小

生

産

者(

就
ゥ
錢
エ
貴



者)

、§

、
自
由
業
者
綠I

I

に
於
て
、.
主
體
的
な
も
の
と
し
て 

-
M

ルE
Z

し
た
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
す
、
，
が
i

.る
階
級
が
プ
ロ
テ
ス 

タ
シ
テ
ィ
ズ
ム
の

S
S

ひ
乎
で
お
り
、.
一
一
ュ
1

イ
ン
グ
ラ
シ
ド
や 

フ

t

ン
テ
ィ
プ
が
プ
ロ
テ
ス
ク
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
地
盤
で
あ
つ
た 

,

W
.(

エ
⑩
分
布
と
の
湖
係

)

 

'と
思
ひ
合
せ
る
な
ら
ば
、
上
逃
の
結
論
. 

は
決
し
て
偶
然
的
な
獨
斷
論
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
又
第
r

a

怖
に 

も
詳
細
に
論
じ
た
如
く
、
ア
メ
リ
ヵ
鐵
工
業
が
、
農
業
と
お
何
に 

'

堅
く
结
付
い
て
ゐ
た
か
、
又

毅

業

(

農
村r

從
っ
て
國
巧
市
場
と 

堅
く
、
深
く
結
合
レ
て
ゐ
る
事
に
ょ
っ
て
、
如
何
に
後
年
の
素
暗 

し
い
發s

i、

を
な
し
得
た
か——
こ
\
に
ア
メ
リ
力
資
本
主
義
の
型

が
打
出
さ
れ
て
ゐ
'る-
-

-

-と

い

ム

货
(

獨
立
、.
南
：^

雨
戰
#
を

，ぢ
機
と
し
て
、
軍

i
g

と
燈
具
；

a

嬰
に
應
す
る
飛
躍
的
链
展
は
忘
れ 

ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
事
で
あ
る
が
、

)

を
今
一
度
想
起
す
る
な
ら
ぱ
、 

我
々
は
斯
學
の
開
妬
者
"

か
の
プ
ダ
ム
•

ス
ミ
ス
と
共
に

,

:

ぃ
§
 
e 

0 一

い
。
へ1

九
四
九
¥

七=
^
3ハ

=§
|:} 

' 

•

/ 

,  

' 

-

-「

附
記

」
.
.
.
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'
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,
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.

本$
1

は
川
し
た
社
会
錯
濟
史
学
オ
四
ノ

一

所
敬
の
鈴
'ポホ介 

. 

'
氏

r

な
衆
旧
相
期
の
錯
济
政
俄

」

.な
る
論
文
は
同
氏
ポ

r

ァ
メ
リ
ヵ 

:

.錯
济
史
调
究
序
說

」
(1=

本
評
論
社

〕

に
第
二i

i

文
，と
し
て
收
錄
さ
れ 

.

.

.
’
て
ゐ
る

® 

■ 

•
- 

.

力

る
製
造
業
は
段
葉
の
末
^
^
で
ぁ
る

と
そ
の
性
格
を
規
定
出
來
る
の
で
あ
る
。

終
に

5
2

返
し
ギ
ふ
.
な
ら
ば
、
右
の
結
論
は
、
擎
者
の
研
究
方
法 

の
不
溢
、
朱
熟
な
る
を
除
け
ば
、
調
査
對
‘

象
の
絕
對
的
不
足(

特 

に
時
代
を
還
る
程
著
し
い)

"

希
望
事
項
の
無
記
載
に
ょ
っ
て
、
か 

な
り
制
約
を
ぅ
け
た
で
あ
る
。，そ
の
意
味
で
こ
の
結
論 

は
、
極
め
て
相
對
的
で
あ
る
1
^
1
^を̂
、
.
筆
者
は
强
説
せ
ざ
る
を
<传
な

、
f'P :

4 -M ^ \

f

f

i

l

m

八
九

.' 

(

W
五
九〕

；b

ン
ス
ン
ポr

ア
メ
リ
カ
；；̂
敗
衆
化」

イ

I
、ゾ 
ン 

ス .
メ
り

力

炭
礦

史

商

村

象

平

こ
こ
に
紹
介
し
よ
ぅ
と
す
るlioward JNT. Eavenson, T

h
e
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Century and A

 Quarter of A
m
e
r
i
c
a
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Coal Industry, 

(pit- 

tsburgh, 

P
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1
9
4
5

は
®
し

て

「

ア
メ
リ
ヵ
"

*1 

灰續
第
巧
二
十 

史」

と
.い
ふ
が
、
A
拆

⑩

七

，び

ほ

其

の

孰

幅

に

收

め

る

と

こ

ろ

は

H
約
千

一i

:

,

K

の
朱
‘；

P

旣
刊
の
請
な
科
の
小
か
ら
一

七
五
八
-

-

-

-

-

j

八
八
冗
年
の

合

来
P
各
州
に
お
け
る
炭
樓
菜
關
係
の
記
錄
を
拔
翠
集
錄
し
た
术
文
と
、
ね

の

蛋

の

墓

咨

1
S
に

学

る<

 

£

の
P
1
な
i

s

f

を
、
ホ
；

2
：

許
と
し
、
こ
れ
に
.附
錄
ニ
®

、.
附
個
大
小
十
四
葉
を
添
ふ
も
の 

で
あ
ろ
。
郎
ち
研
究
と
い
ふ
よ
り
は
ア
メ
リ
ヵ
擴
業
虫
科
集
と
稱
す 

ベ

き

も

の

で

あ

る

。

養

の

，：
：
！
序

に

よ

れ

ば

、

、
し

れ

航

科

の

.暴

に

<

/づ
の
族
月
を
か
け
た
と
い
ふ
が
、
こ
の
大
著
を
私
家
版
行
さ
れ
た
著
者
の 

|
;
?
^
を
多
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

.' 

'
 

.

. 

,

:

i
は
い
ふr

住
時
の
調
ホ
報
乃
至
統
計
に
は
缺
陆
多
く
、

一
八 

i

ニ
に
始
ま
る
臉
韻
の
お£

灰
■
弗

も

不

完

全

で

あ

つ

て

、

に

依
！！

し 

れ

ろ
.が
べ'
/は

一

八
A
o
î
に
ポ
ー
っ
て
拘
め
て
作
成
さ
れ
た
と
い
つ
て
過
一
言

九0

 

(

叫
六
0)

で
は
な
い
。
し
か
も
こ
の
時
期2?

前
の
を
政
業
者
の
旧
に
は
、’In :

己
の
出 

黎
緯
の
公
ま
を
媳
ふ
傾
向
が
强
か
っ
た」
と
。
こ
れ
を
-
;
^
^
ん
で
、
何
處 

で
も
類
似
の
现
象
は
存
す
る
も
の
と
の
感
が
深
い
。
植
民
地
時
代
以
來
、
 

獨

立

後

に

お

い

て

す

ら

も

.潤

澤

な

薪

寂

を

以

て

キ

ー

嬰

您

料

と

し

た

ア

メ

リ 

力
で
、较
瞪
紫
の
發
達
が
を
く
れ
た
の
は
常
め
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
從
っ
て 

著
者
が
合
衆
國
出
炭
推
定
；；
と
し
て
州
別
に
盤
示
す
る
統
計(pp. 
0

1
 
<
0

は
、

一
A
O
C
Xす
を
起ii

と
せ
ざ
ろ
を
得
な
か
つ
た
。
.し
か
も
そ
の 

數
字
は
從
來
發
表
さ
れ
て
來
た
も
の
と
か
な
り
の
開
き
が
あ
ろ
が
、
P
 

は
こ
れ
を
以
て
し
て
も
尙
货
際
の
出
炭
量
よ
り
下
廻
る
も
の
と
し
て
る 

る
。
と
も
あ
れ
こ
と
に
は
そ
のI

部
分
I

十iî- 每

の

合衆
！
：

出

炭

ぬ

1;;̂

 

(
す？
；

と

ほ
%:

ル
、
と

の☆ JIS

か〕

を
损
げ
て
載
卷
の
參
考
に
資
す
る
。

仏
、
朱§

=̂ 
ニ0

0
0

財庇
；}

大
ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
m
:炭
：
は
十
ザ 

毎
に
略
々
ぽ
咖
し
て
ゐ
ろ
こ
と
が
知
ら
れ
よ
ぅ
。

こ
こ
に
は
轉4;̂

を
；̂
ポ̂
し
た
が
、
こ
の
期
間
に
器
起
し
た1'

ニ
0
年
は
、

冗
0
年
代
、
七
0
ギ
代
の
恐
慌
に
際
し
て
出
炭
傲
は
殆
ん
ど
滅
退
を
示
し 

て
ゐ
な
い
。
高
々
雨
三
問
橫
這
ひ
の
姿
で
’あ
っ
て
そ
の
後
巧
ひ
上
蘇
に 

韓
じ
て
ゐ
る
。
.尙
こ
の
統
計
ほ1

bushel =

 80 lbs, £5 :ba.= 

2000 

lbs 

»1
net t

o
n
.

を
培
位
と
し
て
ゐ
る
が
、

當
初
ィ
ギ
リ
ス
木
國
及 

び
ノ
ー*

ク
ァ
.
•ス
コ
ー

ァ
か
ら
お
炭
ト
を
輸
入
し
た
ボ
部
沿£j;i ：

諸
地
で
は
、

一
A
三

頃

ま

で

謂

ゆ

る

b
ン
ド
ン
，...チャ
ル
ド
ロ
ン

(
1
chaldron 

=
3
5

 'bushels 

n c. 

288QIbs

郎
ち，

1

一
 

.ユキ
ャ

.ッ
ス
ル
.
チ
ャ
レ
ドr- 

ン
の
半
激〕

乃
至
ピ
ク
ト
ゥ(

ノ
ー
ダ
ァ.

ス
.コ
ー
シ
ァ
'

〕

チ
ャ
ル
ド
n 

ン(
=

i
e
-

lbs. 〕

を
計
傲
單
位
と
し
て
使
用
し
て
る
た
0(

ィ
ギ
リ
ス
，

I !I
I
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I

I


